
研

究

ノ
ー

ト

九
九
六

.
欧
州
連
合

(E
U
)

の
東

ア
ジ
ア
政
策
お
よ
び

マ
ニ
ラ
行
動
計
画
の
問
題
点

ー

l

A

S

E

M

(
ア
ジ

ア
欧

州

会

議
)

の
課

題

と

マ

レ
ー

シ

ア
、

フ

ィ
リ
ピ

ン
に
お

け

る
企

業

活

動
ー

清

水

嘉

治

1

、
何
が
問
題
な
の
か

ω

ア
ジ
ア

・
欧
州
首
脳
会
議

へ
の
道

↓、
A
S
E
M

の
性
格
と
E
U
の
東

ア
ジ
ア
政
策
と
A
P
E
C

マ
ニ
ラ
会
議

へ
の
道

ω

A
S
E
M
の
主
要
課
題

伽

E
U
、
米
国
、
日
本
、
東

ア
ジ

ア
の
貿
易
と
投
資
の
総
体
的
流
動
化
現
象

㈹

E
U
の
ア
ジ

ア
へ
の
直
接
投
資

の
増
大

三
、

マ
レ
ー
シ
ア
経
済
の

「活
性
化
」
と
は
何
か

ω

一
九
九
六
年

マ
レ
ー
シ
ア
概
観

ω

国
民
車
生
産

の
プ

ロ
ト
ン
社

の
経
営
方
針

四
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
経
済
の

「中
成
長
」

ω

「貧
困
」
と
ど
う
闘
う
か

㈲

ラ
モ
ス
政
権

の
経
済
社
会
政
策
と
は
何
か

㈹

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
最
近
の
貿
易
収
支
構
造

の
問
題
点
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勾

92
年

フ
ィ
リ
ピ

ン
企
業
売
上

高

ト

ッ
プ
三
〇
社

の
特
徴

訓

E
U
と

A
S
E
A

N
と

の
経
済
関
係

の
定
着

化

五
、

96
A
P

E
C

フ
ィ
リ
ピ

ン
会

議

の
問
題

点

と
今

後

の
課
題

一
、
何
が
問
題
な
の
か

9

ア
ジ
ア

・
欧
州
主
脳
会
議

へ
の
道
と
A
P
E
C

マ
ニ
ラ
会
議

へ
の
道

冗

九

六
年

三
旦

・
二

の
両

日
、
東

南

ア
ジ

ア
諸

国
連

合

(A
S
E
A
N
)
と
欧

州
連

合

(E
U
)
が
積

極
的

に
呼
び

か

け
あ

.

て
実

現

し
た

ア
ジ

ア

・
欧

州
首

脳
会

議

(A
S
E
M
)
は
、

タ
イ

の
バ

ン

コ
ク

で
開

か
れ

た
。

}」
の
A
S

E

M
は
、

E
U

五

力
国

と

A

S

E

A

N

諸

国

(
タ

イ

・

マ

レ
↓

ア
、

シ

ン
ガ

ポ

ル

、

イ

ン
ド

ネ

シ

ア
、

フ
ィ

リ

ピ

ン
、
ブ

ル
ネ

イ
、

ベ

ト

ナ

ム
)

に

呆

、

中

国

、

韓
国
を
加

え
た

δ

ヵ
国
お
よ
び
欧
州
委
員
会
代
表

の
都
A
三

六

の
国
と
機
関

の
ト

ッ
プ
が

一
堂

に
A
ゼ

た
の
で
あ
る
。

}」
の
会

議
は
・
単

に
東

ア
ジ

ア
の
経
済
成
長

に
対
し

て
A
S
E
M
が
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
と

い
・つ
現
代

の
経
済
問
題

へ
の
対
応
だ
け

で
な
く
・
か

つ
て
西
欧
帝
国
主
義

の
植
民
地
支
配
下

に
お
か
れ
た
国
と
旧
宗
主
国

で
あ

.
た
西
欧
帝
国
主
義
国
側
と
が
対
等

の
立

勝

で
議
論
を
す
る
と

い
う
点

に
歴
史
的
意
義

が
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

ア
ジ

ア
の
主
要

な
プ

レ
ス
は
・
旧
宗
主
国
を

ア
ジ

ア
に
呼
び
付
け
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
を
も

つ
と
伝
え
、
欧
州

の
プ

レ
ス
は
、

「
世
界

の
成
長

の
星

で
あ
る
」
東

ア
ジ

ア
と

の
経
済
関
係

の
協
力
を
打
ち
出
し
た

Ψ、
と

に
そ

の
意
義
を
強
調
し

て
い
る
。

西
欧
帝
国
主
義

の
ア
ジ

ア
支
配

の
歴
史

は
、
記
憶

に
新
し

い
。

一
八
六
七
年
英
国

の
植
民
地

と
な

っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
同
じ

く

天

六

九
年

・

マ
レ
↓

ア
、
+

七
世

紀

オ

ラ

ン
ダ

の
植

民
地

と

な

っ
た
イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、

一
六
世

紀

ス
ペ
イ

ン
の
植

民

地

に

な

っ
た

フ

ィ

リ

ピ

ン

(
つ
い
で
に

天

九

八
年
六

月
+

二
日

ス
ペ
イ

ン
か
ら
独
立

し
た
が
直
ち

に

ア
メ
リ
カ
A
口
衆
国

の
統
治
下

に
お
か
れ

た
。
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一
九
四
六
年
七
月
四
日
独
立
)、

一
八
八

五
年

フ
ラ

ン

ス
の
保
護

国

と

な

っ
た

ベ

ト
ナ

ム
な

ど
、

ア
ジ

ア

の
参
加

国

は
、

そ
れ
ぞ

れ
共

通

し

て
当

時

の
欧

州

の
帝

国
主

義
諸

国

に
支

配

さ
れ
、

植

民
地

経
済

を
余

儀

な

く

さ
れ

た
。
第

二
次

大
戦

前

及

び
戦
中

、

日
本

が

侵

略

し

た
北
朝

鮮

(朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
)
、
韓

国
、
中
国

、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
、

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
、

フ

ィ
リ

ピ

ン
・

ベ
ト

ナ

ム
・

ビ

ル

マ
な

ど

は
共

通

に
独
立

し

、

い
ま

や
欧

・
日

・
米

と
対
等

の
立
場

で
、

経
済

協

力

を
す

る
と

い
う
時

代

に
変
化

し

た

の
で
あ

る
。

こ

こ

に
欧

・
日

・
米

と

の
対
等

の
時

代

を

み
る

の

で
あ

る
。

ア
ジ

ア
諸
国

が
、

歴
史

的

に
支

配

と
従
属

関

係

か
ら
対

等

と

自
立

の
関

係

を
打

ち
出

し
た

こ
と

を
わ

た

く
し

は
評
価

し

た

い
。

ア
ジ

ア
諸

国

の
人

び

と
が
反

帝
国

主

義

の
闘

い
と
植

民
地

独
立

の
た

め

の
運
動

の
歴

史

を

も

っ
て

い
た

こ
と

を
忘

れ

て
な

ら
な

い

で
あ

ろ
う
。

A
S
E
M

へ
の
道

の
り
は
、
直
接
的

に
は
、

一
九
九

四
年
七
月
、
E
U
委
員
会
が

ア
ジ

ア
全
体

に
対
す
る
戦
略
を
提
案
し
、
九

四
年

一
〇
月
、

フ
ラ

ン
ス
の
当
時

の
バ
ラ
デ

ュ
ー
ル
首
相
と

シ

ン
ガ
ポ

ー
ル
の
ゴ

ー

・
チ

ョ
ク
ト

ン
首
相
と

の
会
談

で
の
ア
ジ

ア

と
欧
州

の
相
互
協
力

に

つ
い
て
の
申
し
合

せ
な
ど
を
契
機
と
し

て
い
る
。
、
九
五
年

一
二
月

}
五
、

一
六

の
両

日
、
マ
ド
リ
ー
ド
で

の
欧
州
理
事
会
は
A
S
E
M
の
基
本
方
針
を

「
政
治
対
話

の
推
進
」
「
経
済
交
流

の
深
化
」
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
け
る
協
力
強

化

に
よ

っ
て
、

ア
ジ

ア
と
E
U
の
社
会
全
般

の
発
展

に
貢
献
す
る
両
地
域
間

の
新
し

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
確
立
を
目
指
す

こ

と
を
申
し
合

せ
た
。
参
加
国

は
価
値
観
、
慣
習

の
違

い
を
理
解

し
、
お
互

い
に
歩
み
よ
る
た
め

に
、

そ
れ
ぞ
れ

の
文
化
、
文
明

の

間

で
幅
広

い
対
話
を
推
進
す

べ
き
場
と
し
、

こ
れ

に
添

っ
て
、
文
化
的
、
学
術
的
交
流
や
、
各
界

の
識
者

の
非
公
式

の
対
話
を
推

進
し
相
互
理
解

の
基
盤
を
拡
大
し
、
文
化

の
多
様
性

が
も

つ
建
設
的
な
力
を
明
確

に
す
る
と

い
う
。

調
和

の
と
れ
た
社
会

の
発
展

に
は
、
人
権
、
法

の
支
配
と
正
し

い
行
政
が
肝
要

で
あ
る
。

こ
の
視
点
か
ら
、
A
S
E
M
の
参
加

者

は
、
「社
会
的
保
障

が
確
立
し
安
定
し
た
民
主
主
義
社
会
を
築
く

の
に
欠
か
せ
な

い
、
政
治
的
要
素
と
経
済
的
要
素

の
密
接
な
か
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か

わ

り
」

を
考

え
る

べ
き

で
あ

る
。

も

う

ひ
と

つ
の
認
識

は

こ
う

で
あ

る
。

欧
州

と

ア
ジ

ア
は
そ

れ
ぞ

れ
地
域

的

特
性

の
違

い
を

も
ち

な

が
・り
世

界

で
も
特

に
旺

盛

な
経
済
的
活
力
を
有
す
る
地
域

で
あ
る
。

A
S
E
M
に
参
加
す
る
指
導
者

は
、
貿
易
と
投
資
を
容
易

に
す
る
目
葎

的
な
方
策
を
見

出
す
た
あ
、
市
場

の
自
由
化

と
W
T
O

の
も
と
で
、
多
国
間
規
則

の
強
化
を
検
討
す

べ
き

で
あ
る
。

A
S
E
M
で
は
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
W
T
O

の
原
則
を
守

る
こ
と
と
、
開
放
的
な
地
域
分
権
主
義
を
指
針

と
す
る
こ
と
も
主
張
し

て

い

る

(
↓
冨

宥

。
℃
§

。
。
琶

ω
ω
葺

》
・・
国
琴

Z
①
二

巨

。
碁

Φ
甲

〉
ω
田

冤

Φ
一鋤
ま

づ
・。
三
℃
葛

ロ
『
。
。
Φ
≧

・。
憎
。
匿

コ
睾

℃
目
コ
、

お
　
し
む

E

U

の
A
S

E

M

へ
の

ア
プ

ロ
ー
チ
は
、

欧
州

と

ア
ジ

ア
と

の
政

治
的

対
話

の
促
進

と
経

済

協
力

関
係

の
強
化

に
あ

る
と

い

っ

て
よ

い

で
あ

ろ

う
。

私

た
ち

は
、

E

U

が
東

ア
ジ

ア
地

域

と

の
貿

易

を
活

発

化

す

る

こ
と

と
多

国

籍

企

業

の
直

接

投

資

を
増

大

さ
せ

て

い

る

こ
と

は
・

ど

ん
な
意

味

を
も

つ
か
を

、

マ
レ
ー

シ

ア
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
E
U

の
事

務
局

で
議

論

し

た
。

こ

の
こ
と

は
、

同
時

に
米
国

や

日
本

の
東

ア
ジ

ア
に
お

け

る
貿

易

と
投

資

活
動

の
あ

り
方

に

つ
い

て
も

た

え
ず

考

え
る

べ
き

課
題

で
あ

っ
た
か

ら

だ
。

し

た
が

っ
て
、

わ

た
く

し
た

ち

の
共

同
研

究

の
訪

問
先

は

マ
レ
ー

シ

ア
と

フ
ィ
リ
ピ

ン
で
あ

っ
た

の

で
こ

の
問
題

を

た
え
ず

考

え

て
き

た
。

そ

れ

に
は
・

両
国

の
経
済

が

ま
ず

東

ア
ジ

ア
で
ど

の
よ
う

な
地
位

を

占

あ
、

先
述

の
多
国
籍

企
業

を

受

け
入

れ
、

そ

の
経
済
的

エ
ネ
ル
ギ

を
国
内
経
済
成
長
、
生
活
水
準

の
向
上

に
向

け
て

「
経
済

の
活
性
化
」
を
図

.
て
い
る
か
ど
.つ
か
を
検
討

す

る
こ
と
に
あ

っ
た
・

こ
の
点
を
、
本
研
究

イ

ト
三
と
四
で
展
開
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
三
と
四
で
は
、
A
S
E
M
と
切
り
離

し

て
・

マ

レ
ー

シ

ア
と

フ
ィ
リ

ピ

ン
の
経

済
概

観

を

つ
か
む

こ
と

に
専

念

し

た
。

さ

い
ご

に
・
で
は

い
ま
東

ア
ジ

ア
は
A

P
E

C
を

通

じ

て
貿

易

と
資
本

の
自

由
化

を

ど

の
よ

う

に
進

め

る

べ
き

か
、
「
マ
ニ
ラ
の
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行
動
計
画

の
問
題
点
」

の
中

で
明
ら
か

に
し
、

そ
し

て
今
後

の
課
題
を

さ
ぐ

っ
た
次
第

で
あ
る
。

二
、
A
S
E
M
の
性
格
と
E
U
の
東

ア
ジ
ア
政
策

ω

A
S
E
M
の
主
要
課
題

バ

ン
コ
ク
で
の
ア
ジ
ア
欧
州
首
脳
会
議

の
意
味
は
ぎ

に
あ

・
た

の
か
。
そ
れ
は
月
並

み
で
は
あ
る
が
A
S
E
M
議
長
声
明

の

中
に
、
表
現
さ
れ

て
い
る
。
「
両
地
域

に
お
け
る
平
和
、
世
界

の
安
定

と
繁
栄
を
促
進
す
る
た
め

に
連
携
を
強
化
し
・
世
界

の
安
定

と
繁
栄

に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
す

る
」
と

い
う
。
ま
た
先

に
述

べ
た

「
政
治
対
話

の
促
進
」

の
中

で
、

こ
う

い

っ
て
い
る
点

を
注
目
し
た

い
。
「
対
話
は
、
相
互
尊
重
、
平
等
、
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず
相
互
内
政
不
干
渉

の
原
理

に
基
づ

い
て
実
践
す

べ
き

で

あ
る
」

と
。
国
連
憲
章
お
よ
び
世
界
人
撰

日三
畠
な
ど
を
尊
重
す
る

こ
と
も
再
確
認
し
た
。

こ
の
欧
州
民
主
主
義

の
原
理
を
踏
え
て

ア
ジ

ア
と

の

「協
力
」
関
係
を
強
調
し

て
い
る
。

私
た
ち
は
国
連
、
と
り
わ
け
安
全
保
障
理
事
会
、
国
連
総
会
、
経
済
社
会
委
員
会
と
財
政
問
題

に

つ
い
て
効
果
的
な
政
革
を
促

す
た
あ
協

力
す
る
と

い
う
点
を
監
視
し
た

い
。

こ
の
た
め

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

で
A
S
E
M
参
加
国

に
よ
る
対
話
を
始

め
る
と
も

い

,つ
。
そ

の
他
大
量
破
壊
兵
器

の
管
理
と
軍
縮

の
た
め
の
協
力
、
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約

(C
T
B
T
)
の
早
期
締
結
を
重
要
視

し

て
い
る
。
特

に
注
目
す

べ
き
点

は
東
南

ア
ジ

ア
非
核
兵
器
地
帯
条
約
締
結

に
留
意
し
、
核
兵
器

の
削
減
、
究
極
的

に
は
廃
絶

に
向

け
た
努
力
を
追
求
す

る
こ
と

に
あ
る
。

こ
の
点
、

さ
ら

に
平
和

-ー
軍
縮

へ
の
道
を
財
政
的

に
も
示
す

べ
き
だ

っ
た
。

こ
う
し

て
政
治
対
話

の
内
容

は
、

か

つ
て
の
バ

ン
ド

ン
精
神

で
あ

る
対
等
平
等
、
相
互
内
政
不
干
渉
、
相
互
尊
重
・
不
可
侵
を

確
認
し
、
人
権
尊
重
、
軍
縮
、
核
兵
器

の
削
減
、
廃
絶
を
相
互

に
確
認
し
た
議
長
声
明

の
中

に
表

わ
れ

て
い
る
。

こ
の
点

は
、

日

本
と
A
S
E
A
N
の
政
治
関
係

の
確
立

に
あ
た

っ
て
も
学
ぶ

べ
き

で
あ
ろ
う
。
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政

治
的

対
話

は
・
経

済

関

係

と
密
接

な

関
連

性

を

も

っ
て

い
る

の

で
、
そ

の
関

連
性

と
智

性

そ
し

て
連

帯

性

を
示

す

べ
き
だ

。

経
済

関
係

の
強
化

は
・

E

U
・
米

国

、
東

ア
ジ

ア
の
三
極

の
比

撃

み

て
も
明

b
か

で
あ

る
。

ま
ず

G

N

P

に
よ

る
三
極

の
比

較

(ぎ

乱

畏

垂

を

し

て
み

る
と
、

E
U

の
G

N
P

は
七

兆

五
、
八

〇
〇

億

ド

ル

(世
界

の
G
N
P

の
二
九

.
四
%
)
、
米

国

六

兆
七

四
〇

〇

億

ド

ル

(二
六

二

%
)
、

東

ア
ジ

ア
五

兆
八

、

三
〇

・
億

ド
ル

(二
二

.
七
%
)
で
あ

る
。

E
U

の
G
N

P
を
鰻

し

て

い
る
割
合

は
・

ド
イ

三

七

%
・

フ

ラ

ン
ス

天

%
、

イ

タ

リ

ア

五

%
、

イ
ギ

リ

ス

西

%
、

そ

の
他

=

か

国

の
A
口
計

二
六

%

で
あ

る
・

東

ア
ジ

ア

の
約

五
兆

八
、

三

〇
〇

億

ド

ル
の
う
ち

日
本

七

四
%

と
圧

倒
的

内

容
を

占
め

て
お

り
、

つ
ぎ

が
中

国

二

%
・

韓

国
六

%

・

A
S

E

A
N
九

%

で
あ

る
。

東

ア
ジ

ア
と

E

U
問

の
貿
易

額

を

み

る
と
、

ま
ず

一
九
九

四
年

の
東

ア
ジ

ア

か
ら

E

U

へ
の
輸

出

額

は

一
・

二
六

〇

億

ド

ル
で
、

八
五

年

の
三
七

二
億

ド

ル
の
約

四
倍

に
近

い
し
、

一
九

九

四
年

E

U
か

り
東

ア
ジ

ア

へ
の
輸

出

額

は
九

九

〇
億

ド

ル

で
、

八
五

年

は
.
五

五

億

ド

ル
で
あ

る
か

り
そ

の
三
倍

で
あ

る
。

東

ア
ジ

ア
は
、

E

u

に

対
し

て
二
五
〇
億
ド

ル
の
畢

で
あ
る
。

一
九
九

四
年

の
東

ア
ジ

ア
か

b
米
国

へ
の
輸
出
は
約
二
、

三

六
億

ド
ル
で
、

δ

年

前

の

一
九
八
五
年

の
九
三
九
億

ド

ル
の
二
倍
強

で
あ
り
、
同
年
米
国
か

り
東

ア
ジ

ア

へ
の
輸
出

竺

、

三

九
億
ド

ル
で

δ

年

前

の
四
〇
六
億

ド
ル
の
二

・
五
倍

で
あ
る
。

一
九
九
四
年

の
東

ア
ジ

ア
は
米
国
と

の
貿
易

で
、
約

一
、
○
○
○
億

ド
ル
の
畢

で

あ
る
・

こ
れ
に
対
し

三

九
九

四
年
米
国
か
ら
E
U

へ
の
輸
出
竺

〇
七
八
億
ド

ル
で
、

一
〇
年
前

の
二
倍
増

で
あ
り
、
E
U
か

ら
米
国

へ
の
輸

出

は
、

一
、

二

一
七

億

ド

ル

で
、

一
〇
年

前

の

一
.
八
倍

で
あ
る
。

と

り
わ

け
・

東

ア
ジ

ア
と

E

u
と

の
貿

易

が
九

〇
年
代

に
入

っ
て
か

な

り
増

大

し
、

す

で

に
九
〇

年

に
東

ア
ジ

ア
地

域

は
、

世

界

の
G

D
P
・

世
界

貿

易

の
五
分

の

一
以
上

に
達

し

て
お
り
、

ま

矢

・
は
世
界

人

・

の
三
分

の

一
に
達

し

て
い
る

(〉
.
℃
。
⇔
.
-、
,

餌量

署

誓

き

冨

Z
罠

①'・壽

雪

毫

・ま

↓
§

垂

。
と
く
に
九
〇
年
代
に
入
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
成
長
率
は
約

一
〇

%
上

昇

し

て

い
る
。
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こ
う
し
た
傾
向

の
中

で
、
東

ア
ジ

ア
が
世
界
経
済

の
中

で
巨
大
な
市
場
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
先
進
国

の
多
国
籍
企
業

の
進

出

の
市
場
と
な
り
、
企
業
間
競
争
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
私

は
消
費
、
資
本
、
金
融
、
社
会
基
盤

の
需
要
拡
大

を
再
生
産
し
た

}、
と
が
、
E
u
と
東

ア
ジ

ア
の
経
済
協
力
関
係
を
密
接

に
し
た
と
考
え

て
い
る
。
前
述

の
議
長
声
明

に
あ

る

「
経

済
関
係

の
強
化
」
は
、

E
U
と
東

ア
ジ

ア
市
場

の
相
互
開
放

を
強
調
し

て
い
る
。
今
後
関
税
を
具
体
的

に
何
%
引
き
下
げ
る
か
が

重
要
課
題
と
な
る
。

二
〇
〇
三
年

に
は
関
税
を
三
%

に
下
げ

る
と

い

っ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
が
ど

の
よ
う
に
担
保

さ
れ

て
い
る

か
見
守
り
た

い
。
東

ア
ジ

ア
の
巨
大
市
場

に
対
し

て
、
欧
州

は
、
商
品
、

サ
ー
ビ

ス
の
市
場
を
提
供
し
、
双
方

に
市
場
拡
大

の
機

会
が
存
在
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
当
面

の
目
標
は
、
生
産
、
流
通
、
消
費

の
総
循
環
過
程
と
し

て
の
市
場
経
済
、
開

か
れ
た
多
角

的
貿
易
体
系
、
区
別
な
き
自
由
化
、
開
か
れ
た
地
域
主
義
に
基
づ

い
て
両
地
域

の
経
済
関
係
を
強
化
す

る
と
い
う

の
で
あ
る
。

こ

こ
で
さ
ら
に

コ
メ

ン
ト
し
て
お
き
た
い
点

は
、
E
U
と
東

ア
ジ

ア
と

の
地
域
経
済
協
力

の
中
味

で
あ

る
。
世
界
経
済

の
グ

ロ
ー
バ

ル
化

の
中

で
交
通
体
系

が
緊
密
化
、

一
体
化

し
た
と
は
い
え
、
E
U
と
東

ア
ジ

ア
の
地
理
的
条
件

は
・
必
ず
し
も
よ
く
な
い
。

に

も
か
か
わ
ら
ず
、
E
U
と
東

ア
ジ

ア
は
開
放
体
制

と
開
放
地
域
経
済
体
系
と

の
結
び

つ
き
を
ど
の
よ
う
に
図

る
か
を
地
域
経
済

に

お
け
る
生
産
、
流
通
、
消
費

の
各
循
環
過
程
と
結
び

つ
け

て
具
現
化

す
る
か

に
あ
る
。

当
面
A
S
E
M
は
、
世
界
貿
易
機
関

(W
T
O
)
が
具
体
化
す

る
自
由
貿
易
体
系

の
強
化

の
た
め
に
努
力
す

べ
き

で
あ
り
、
関
税

手
続

き
の
簡
素
化
と
改
善
、
規
格

の
共
通
化
な
ど
を
行

い
、
関
税
障
壁

の
削
減
を
目
指
す
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
欧
州
か
ら

ア
ジ

ア
へ
の
投
資
を
増
大
す
る

こ
と
が
緊
急

の
課
題

で
あ

る
と
受

け
止
め

て
い
る
。

そ
の
他

の
協
力
関
係
を
み
る
と
、
科
学
技
術

の
交
流
を

一
層
強
化
す
る
と
い
う
。
環
境
保
全

に

つ
い
て
の
協
力
、
麻
薬
、

テ

ロ

そ
の
他

の
国
際
犯
罪
防
止

に
関
す
る
協
力
、
蚕

困

の
解
決
L
、
女
性

の
役
割

の
増
大
、

エ
イ
ズ
対
策
強
化
を
含
め
た
公
衆
衛
生
分

野

で
の
協
力
を
推
進
す
る
と

い
う
。

こ
の
点

「
な
ぜ

こ
う
し
た
事
態
が
お

こ
る
か
」

の
反
省
を
込
め

て
今
後
政
策
体
系

の
中

で
ど
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の
よ
う

に
担
保

さ
れ

る

か
見
守

り
た

い
。

さ

ら

に
両

者

の
相

互

の
ゆ

が

め

ら

れ

た
印

象

を

克

服

す

る

た

め

E

U

と
東

ア
ジ

ア
の
両
地

域

の
文

化

的

つ
な

が

り
を

強

化

す

る
・
と

い
う
内

容

で
あ

る
。
こ

の
点

は
、
九

六
年

十

一
月

十

五

日

の

フ
ラ

ン
ス
大
統

領

の
定

例
記

者
会

見

で
の
発

ユ、一口
と
符
合

す

る
。

「
私

は
、

ア
ジ

ア
と
欧

州

の
新

し

い
関

係

が
、

お
互

い

の
文

化

的

な
違

い

の
尊
重

の
上

で
な

り

た

つ
こ
と

を
望

ん

で
い
る
。

し

か

し
、
そ
れ

は
、
偉

大

な
普

遍

的
価
値

、
と
く

に
基
本

的

人
権

と

民

主
主
義

を

認

め

る

こ
と

が
伴

わ

な

け
れ

ば
と

な

ら
な

い
」
(百

本

経
済
新
聞
」

一
九
九
六
年
十

一
月
十
六
日
)
と

い

っ
て
い
る
。

両

者

は
普

遍

的
価
値

の
止
ハ有

化

を
図

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

A
S

E

M

に
み

ら
れ

た
東

ア
ジ

ア
と

E
U

の
関
係

を

、
相

互

「
平

等

互
恵

」

の
原

理

に
立

っ
て
構

築

す

る

こ
と

を
確

認

し

た
意

義

は
大

き

い
・
『
朝

日
新
聞

』
の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
総

局

長

で
あ

る
岩

村

立
郎

氏

は
、
A

S

E
M

を

「
ア
ジ

ア

.
欧

.
米
、
対
等

の
時

代

」

と
し

て
受

け
止

め

て
い
る
。
「
A
S

E
M

の
定

例
化

は
、
米

国

と
欧

州

、
そ
し

て

ア
ジ

ア
が
、
肩

を
並

べ
る
関
係

に
な

り
始

め

た

こ

と
を

物

語

る
。

ど

の

一
極

も

突
出

し

て
他

を
支

配

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

細

か

く

み
れ
ば
、

そ
れ

ぞ
れ

の
極

は
内

部

矛
盾

や
幾

重

も

の
ひ
び

割

れ

を
抱

え

て

い
る
。

そ
れ

で
も
、

二
±

世
紀

に
向

か

う
世
界

は
、

こ
れ

・り
三
極

の
間

の
せ
め
ぎ
合

い
や
協

調
、

あ

る

い
は
二

極
対

一
極

の
組
み
合
わ
せ
に
よ

っ
て
突

き
動
か
さ
れ

て
い
る

こ
と

に
な
る

で
あ
ろ
う
。
」
(『
朝
日
新
聞
』
、

一
九
九
六
年
三
月
三
日
号
)

問
題

は
、
今
後
、

ア
ジ

ア

・
欧

・
米

・
日
の
対
等

の
時
代

の
本
質
的
あ
り
方
を
模
索
し

て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
東

ア
ジ

ア
と

い

っ
て
も
、
そ
れ
は
欧
州
連
合
以
上

に
多
様
性
と
多
彩
性
を
も

っ
た
国
々
で
あ
る
。
と
く

に
東

ア
ジ

ア
は
西
欧
帝
国
主
義

の
植
民

地
か
ら
の
独
立
、

日
本
帝
国
主
義
か
ら

の
解
放

h
独
立
な
ど

の
歴
史
的
制
約

の
中

で
、

い
く
た
の
苦
難

の
道
程

を
経

て
貧
困
か
ら

の
解
放
と
無
限

の
自
立
心
を
求
あ
、
今
後
そ
の
た
め

に
ど
の
よ
う
に
民
主
主
義
国
家
を
構
築
し

て
い
く
か
と

い
う
課
題

に
直
面
し

て
い
る
。
東

ア
ジ

ア
は
高
成
長

の
中

で
、
重
労
働
、
低
賃
金
労
働
、
児
童
労
働
、
失
業
、
貧
困
、
人
権
問
題
、
環
境
破
壊
、
所
得
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格
差

の
諸
問
題
を
ど

の
よ
う

に
克
服
し

て
い
く
か
が
今
後
問

わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

い
う
ま

で
も
な
く
E
U
は
か

つ
て
、
域
内

で
は
自
由
貿
易
を
進
め

つ
つ
、
米
国
や
日
本

に
対
し

て
は
、
保
護
主
義
的

パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
対
応
し
た
。
反
ダ

ン
ピ

ン
グ
課
税

の
乱
用
は
、
そ

の
典
型
的
な
も

の
だ

っ
た
。

だ
が
八
〇
年
代
後
半
か
ら
世
界

の
物
と

サ
ー
ビ

ス
の
貿
易

に
関
す

る
紛
争

は
、
強
力
な
権
限
を
も

つ
世
界
貿
易
機
関

(W
T
O
)

に
よ

っ
て
解
消
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
反
ダ

ン
ピ

ン
グ
手
続

に
は
枠
が
は
め
ら
れ
た
。

E
U
が
地
域
を

こ
え

て
経
済
関
係
を
強
化

し
よ
う
と
す
る
背
景

に
は
、

こ
う
し
た
時
代

の
変
化

に
合
わ
せ
W
T
O
に
お
け
る
協

議

で
の
味
方
を
増
や
し
、
少
し

で
も
良

い
経
済
環
境
を

つ
く
ろ
う
と

い
う
思
惑

が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

E
U
は
、

}
九
九
五
年
末
か
ら
九
六
年

に
か
け

て
地
中
海
諸
国
、
南
米
、
米
国
、

ト
ル

コ
な
ど
と
自
由
貿
易
を
目
標
と
し
た
協

定
や
関
税
同
盟
を
成
立

さ
せ
、

さ
ら
に
九
六
年
E
U

・
ア
ジ

ア
首
脳
会
議
を
成
功

さ
せ
た

の
で
あ

る
。

②

E
U
、
米
国
、

日
本
、
東

ア
ジ
ア
の
貿
易
と
投
資

の
総
体
的
流
動
化
現
象

前
述
し
た
よ
う

に
東

ア
ジ

ア
は
、
世
界
経
済

に
お
け
る
巨
大
市
場
圏

に
な

っ
て
い
る
。
欧

・
米

・
日
の
多
国
籍
企
業

の
投
資
拠

点

の
場

で
あ

る
こ
と

は
い
う
ま

で
も
な

い
。
だ
が
東

ア
ジ

ア
は
、
欧

・
米

・
日

の
経
済
圏
域

ま
た
は
、
経
済
市
場
圏

へ
の
依
存
か

ら
次
第

に
脱
皮
し

つ
つ
あ

る
。

一
九
九

四
年

の
東

ア
ジ

ア
諸
国
間

の
輸
出
入

は
、
と
も

に
約
七
、
○
○
○
億

ド

ル
を
突
破
し
、
日

本
を
抜

い
て
北
米
自
由
貿
易
協
定

(N
A
F
T
A
)
経
済
圏

に
迫

る
地
位

に
ま

で
達
し

て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
東

ア
ジ

ア
経
済
圏
と

は

、

N

I

E

S

(新

興
経
済
地

域

轟

国
、
台

湾
、
香
港

、
シ

ン
ガ
ポ

ん

)
と

A

S

E

A

N

(
東

ア
ジ

ア
諸
国
連
↑

タ
イ
・

マ
レ
ー

シ
ア
・

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ブ

ル
ネ
イ
)
加

盟

国

を
含

む
地

域

で
あ

る
。
と

く

に
八
〇
年

代

後
半

か
ら
九

〇
年

代

前
半

に
か

け

て
、

N

I
E

S
内
部

の
相

互
投

資

、
貿

易

の
拡

大
、

N

I
E

S
と

A
S

E

A

N
と

の
経

済
交

流

の
緊

密
化

、

A
S

E

A

N
内

部

の
相

互
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投
資
、
貿
易

の
拡
大
が
相
互

の
経
済
成
長
を
支

え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中

で
、
E
U
系
企
業

の
東

ア
ジ

ア
へ
の
投
資
も
増
大

し
て
い
る
。

そ
の
投
資
増
大

の
誘
因

は
と
く

に
安

い
労
働
力
、

E
u
企
業

へ
の
優
遇
経
営
方
式
、
現
地

の
企
業
誘
致

の
た
め

の
税
制
度

で
あ
る
土
地
課
税

の
軽
減
化
、
現
地

の
最
近

の
良
質

の
若

手
技
術
者
な
ど

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、

し
た
が

っ
て
生
産
、
流
通
、
技
術
開
発
な
ど

の
諸
条
件

に
恵
ま
れ
た
点

に
あ
る
と
思
う
。

E
U
十
五
か
国

は
、

一
九
九
四
年

に
世
界

に
お
け
る
直
接
投
資

の
四
五
%
を
占
め
、
日
本

の

一
二
%
、
米
国

の
二
六
%
と
比

べ

て
も
大
き

い
。

E
U
企
業

の
海
外
直
接
投
資
は

一
九
八
〇
年
代

に
実
質
的

に
増
加

し
、
米
国
系
多
国
籍
企
業

の
海
外
直
接
投
資
よ

り
も
急
速

に
増
加

し
た
。

一
九
九
〇
年

に
は
、
欧
州
単

一
市
場
内

の
直
接
投
資

が
増
大
し
た
が
、

E
U
域
外
と
域
内

の
割
合

を
み

る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
五
六
%
と
四
六
%

で
あ

っ
た
。
九
〇
年
代

に
入

っ
て
、
経
済
後
退
期

に
直
面

し
、
九

一
、
九
二
、
九
三
の
各
年

と
も
直
接
投
資

は
減
少
し
た
。
九
四
年

に
再
び
増
加
し
た
。

と
こ
ろ

で
、

E
U
の
域
外
直
接
投
資

の
割
合

の
増
大
は
貿
易
額

の
割
合

の
増
大
と
連
関
し

て
い
る
。

こ
の
点
を
世
界
経
済
全
体

と
し

て
の
貿
易
と
資
本

の
動
態
を
通

じ

て
検
討
し

て
み
よ
う
。
プ

ラ
ザ
合
意
以
降

五
年
間

の
世
界
貿
易
を
み
る
と
、
着
実

に
増
大

し
た
。
九
〇
年

以
降

の
世
界
輸
出

は
、
発
展
途
上
国

の
輸
出

の
増
大

に
刺
激

さ
れ

て
増
大

し
て
い
る
。

一
方
、
世
界
貿
易

の
約
八

〇
%
を
占

め
る
日
本
、
N
A
F
T
A
、
E
U
、
東

ア
ジ

ア
の
各
貿
易

に

つ
い
て
み
る
と
、

一
九
八
五
年
か
ら
九
四
年

に
か
け

て
輸

出

は
各
地
域
間

で
二
倍

か
ら
五
倍
と
大
幅

に
増
大
し

て
い
る
。
と
く
に
注
目
す

べ
き
点
は
、
ま
え
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
東

ア
ジ

ア

の
割
合

が

増
大

し
た

こ
と

に
あ

る
。

こ
れ

は
、

東

ア
ジ

ア
地
域

内

の
経
済

協

力

が

雇

進

ん

で
い
る

}」
と
を

示

し

て
い
る
。

一

九
九

四
年

の
輸
出

に
占
あ
る
域
内

の
割
合
を
日
本
を
除
く
三
地
域

に

つ
い
て
み
る
と
、

N
A
F
T
A
は
四
八
%
、
E
U
は
六
〇
%

強
、
と
く

に
E
U
に
お
け
る
域
内
輸
出
比
率

の
上
昇

が
目
を
引
く
。

一
方
、
東

ア
ジ

ア
に
お
い
て
は
域
内

の
割
合

が
四
〇
%
弱
と

相
対
的

に
低

い
が
、
こ
の

一
〇
年
を
み
る
と
そ

の
割
合

は
高

く
、
域
外

よ
り
多
く

の
相
手
国
を
有
す
る
貿
易
構
造

に
な

っ
て
い
る
。
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日
本

に

つ
い
て
は
N
A
F
T
A

の
占
め
る
割
合
が
減
少
し

て
い
る
の
に
代
わ

っ
て
、
東

ア
ジ

ア
の
割
合
が
大
き
く
拡
大
し

て
い
る

が
、
こ
れ
は
日
本

と
東

ア
ジ

ア
の
間

で
の
分
業

に
よ
る
も

の
と
理
解

さ
れ
る

(通
産
省
編

『
通
商
白
書
』
平
成
八
年
、

一
三
五
ー
六
ペ
ー

ジ
)
。
日
本
と
東

ア
ジ

ア
の
間

の
分
業
構
造

の
中
味

に

つ
い
て
も
触
れ
る

べ
き

で
は
な
か

ろ
う
か
。
東

ア
ジ

ア
の
消
費
需
要

に
対
応

で
き
る
製
造
品
と
先
進
国

の
内
外
価
格
差

を
解
消

で
き
る
製
造
品

の
分
業
関
係
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
に
あ
ろ
う
。
E
U
の
東

ア

ジ

ア
市
場

に
お
け
る
企
業

の
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
市
場
、
資
本
、
労
働
、

環
境
、
経
営
な
ど

の
諸
課
題
を
統
合
的

に

対
応
し

て
い
く

べ
き

で
あ
ろ
う
。

次

に
資
本

の
流
れ
を
総
括
的

に
み
て
み
る
と
、

E
U
、
米
国
、

日
本
、
東

ア
ジ

ア
間

で
、
九
三
年

は
八
五
年

に
比

べ
て
増
大
し

て
い
る
。

そ
の
直
接
投
資
残
高

は
八
五
年

の
二

・
五
倍
か
ら
二
〇
倍

以
上

の
幅

で
拡
大
し

て
い
る
。

こ
の
中

で
目
立

っ
て
い
る
の

は
、
発
展
途
上
国

の
対
外
直
接
投
資

の
割
合

が
、
八
九
年

の

一
四

・
五
%
か
ら
九

三
年

の
三
七

・
二
%
に
増
大
し

て
い
る
の
に
対

し

て
、
先
進
国

へ
の
対
内
直
接
投
資

の
割
合

は
、
八
九
年

の
八
六

・
○
%
か
ら
五
九

・
七

%

へ
低
下
し
て
い
る
。
さ
ら

に
先
進
国

の
対
外
直
接
投
資

の
割
合

も
、
八
九
年

の
九

二

・
七
%
か
ら
九

四
年

の
八
五

・
一
%

へ
と
低
下
し

て
い
る
。

こ
う
し

て
み
る
と
、
発
展
途
上
国

へ
の
対
内
直
接
投
資
が
増
大
し

て
い
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
諸
国
が
量
的

に
発
展
し

て
い
る

こ
と
を
意
味
す

る
。

E
U
の
東

ア
ジ

ア

へ
の
投
資

は
相
対
的

に
増
大
し
、

そ
れ
ぞ
れ

の
メ
リ

ッ
ト
を
出
し

て
い
る
。

一
九
八
六
年
か
ら
九
三
年

の
日
本
、
米
国
、

ド
イ

ッ
の
製
造
業

の
海
外
比
率
を
み
る
と
、

い
ず
れ
の
国

で
も
八
五
年
以
降
差
実

に
上
昇
し

て
お
り
、

日
本

の
製
造
業

の
海
外
生
産
も
急
速

に
拡
大

し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
だ
米

・
独

の
海
外
生
産

の
伸

び

の
上
昇

に
及
ば
な

い
。

㈲

E
U
の
ア
ジ

ア

へ
の
直
接
投
資

の
増
大

の
意
味
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第1表1985年 と93年 の世界 アジアにおけるEUの 産業部門毎の直接投資残高

(単位100万 ドル,%)

1985年 1993年

産 業 世 界 ア ジ ア 郵 ア客 世 界 ア ジ ア 郵 ア客

第1次 産業部門 39,529 2,383 s.o 57,074 4,045 7.1

農 業 905 345 38.1 1,728 277 16.0

鉱 産 物 2,376 3 0.1 4,632 44 0.9

石 油 3s,z49 2,035 5.6 50,714 3,725 7.3

第2次 産業部門 57,169 1,953 3.4 192,341 7,04i 3.7

食 糧 ・ タ バ コ 6,279 413 fi.6 27,493 668 2.4

繊 維 ・ 革 皮 113 1 0.5 1,329 20 1.5

紙 1,275 51 4.0 11,237 241 2.1

化 学 19,849 842 4.2 59,437 4,395 7.4

石 岩 ・ 原 油 12 一 一 356 1 02

ゴ ム 19 一 一 925 13 一一一1
.4

非 鉄 属 49 }
} 4,332 4 o.1

金 属 3,3fi8 74 2.2 7,980 69 0.9

機 械 4,982 62 1.2 11,340 171 1.5

電 機 S,OII 250 3.1 31,226 942 3.0

自 動 車 4,017 32 o.s 14,223 67 a.5

そ の 他 運 輸 842 99 11.8 2,295 45 2.0

そ の 他 の 工 業 8,355 131 1.6 20,167 431 2.1

第3次 産業部門 77,028 3,347 4.3 304,405 8,522 2.8

建 設 1,524 131 8.6 5,02fi 一一12 一 〇
.2

流 通 業 2fi,523 735 2.8 58,755 1,899 3.2

運 送 ・ 倉 庫 2,240 703 31.4 10,186 90 0.9

通 信 9 皿 一 227 一 一

金 融 ・ 保 険 15,802 97s 6.2 114,770 2,747 2.4

不 動 産 473 一 一 2,485 3 0.1

そ の他fサ ー ビス 30,458 801 2.s 112,956 3,796 3.4

その他工業 173,727 7,653 4.4 553,820 21,025 3.8

〔出 所 〕TheEuropeanCommission,InvestinginAsia'sDynamism,EuropeanUnionDirect

InvestmentinAsia,1996.p.10.
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と

こ
ろ

で
、

E

U

の

ア
ジ

ア

へ
の
海

外
直

接
投

資

を

み
る
と
、

一
九

八
〇

年

か

ら
九

四
年

の
間

、

二
倍

以
上

に
な

っ
て
い

る
。

冗

八
五
年

と
九
三
年

の
産
業
毎

に
E
U

の
世
界
と
発
展
途
上

の
ア
ジ

ア
へ
の
直
接
投
資
を
み
る
と

(第
-
表
)・
八
五
年

の
ア

ジ

ア
の
第

一
次
産
業
部
門

へ
の
直
接
投
資

の
割
合
は
、
六
%
か
ら
七
%

へ
増
加
、

こ
の
中

で
農
業
部
門
三
八

・
一
%
か
ら

一
六

・

○
%

へ
と
減
少
、
鉱
山
部
門
○

.
一
%
か

b
9

九
%

へ
、
製
油
部
門
五

・
六
%
か
ら
七

三

%

へ
・
第
二
次
産
業

部
門
三

.
四

%

か

.b
三

.
七

%

へ
上

昇

し

て
い

る
。
そ

の
・つ
ち

、
食

糧

・
飲
料

・
タ

バ

コ
は
六

ニ

ハ
%
か

ら

二

・
四
%

へ
減

少
・
繊

維

・
肇

・

服
飾

は
○

.
五

%

か

、b

一

.
五

%

へ
上

昇
、

紙

は

四
%

か

ら

二

二

%

へ
低

下
、

化
学

は

四

三

%

か

ら
七

・
四
%

へ
増

加

・
金

属

二

.
二
%

か

ら
○

.
九

%

へ
低

下

、
機

械

設
備

丁

二
%

か
ら

一

・
五

%

へ
と

低
下

、
電

器
機

械

、

三

・

一
%

か

ら

三

・
○

%

へ
、

自

動
車

は
○

.
八

%

か

ら
三

.
○
%

へ
、

そ

の
他

の
輸

送

設
備

は

=

・
八

%
か

ら

二
%

へ
低

下
し

た
。

第

三
次
部

門

で
は

四

.
三

%
か

ら

二

.
八

%

へ
低
下

し

た
。

こ

の
部

門

で
目

立

つ
の
は
、
運

輸

・
倉

庫
部

門

へ
の
投
資

割

合

が
、

三

一

・
四
%

か
ら

○

.
九

%

へ
低

下

し
、

金

融

.
保

健
部

門

へ
の
投
資

割

合

も
六

・
二

%
か

ら

二

・
四
%

へ
低

下

し
、

そ

の
他

の
サ

ー
ビ

ス
部

門

で

は

二

.
六

%

か

ら

三

.
四

%

へ
上

昇

し

た

(↓
9

国
霞
。
o
Φ
き

0
。
ヨ
昌

ω
ω一。
戸

ぎ
〈
Φ
。。貯

。q
ぎ

〉
。・一窃

∪
旨

鋤
ヨ
の一ヨ

国
ロ
『8

Φき

d
巳
露

】)
貯
①
9

冒
く
Φ
段
ヨ
Φ
艮

ぎ

》
ロ。
β

一8
ゆ
P

δ
)
。

一
九
九

三
年
所
得
上
位

δ

○
社

の
中

で
、
E
U
関
係
会
社
は
二
六
社

に
達
し

て
い
る
。

こ
の
う
ち
最
杢

○
社
が
E
U
関
係

の
代
表
的
会
社

で
占
あ
ら
れ

て
い
る
。
E
U

の
対
外
投
資

の

一
五
%

に
あ

た
る
企
業
が
東

ア
ジ

ア
で
活
躍
し
て
い
る
。

E
u
の
海
外
直
接
投
資

は
、
九
〇
年
代

に
な

.
て
、

ア
ジ

ア
地
域

に
対

し

て
急
速

に
増
大
し
た
。
八
八
年
か
ら
九

三
年

に
二
倍

以
上

に
な

っ
た
。

E
U

の
多
国
籍
企
業
は
、

ア
ジ

ア
地
域

三
三
か
所

に
進
出
し
、
定
着

し

て
い
る
。

一
九
九

四
年
、
E
U

の
多
国

籍
企
業

は
、

ア
ジ

ア
地
域

に
、
五
九
〇
億

ド
ル
の
直
接
投
資
を
し
た
。

そ
れ
は
九

二
年

の
三
二
〇
億

ド
ル
か
ら
み
る
と
、
か
な
り

増
大
を
み
せ
た
。

▼、
の
直
接
投
資

は
、
八
〇
年
代
初
め
と
九
〇
年
代
初
め

の

δ

年
間

に
八
%
か
ら

一
六
%

に
増
加
し
た
・
八
〇
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年
か
ら
九

四
年

の

一
五
年
間

の
E
U
の
海
外
直
接
投
資

の
う
ち

ア
ジ

ア

へ
の
投
資
割
A
口
は
、

三
〇
%
か
.b
五
〇
%

へ
増
大
し

て
い

る

(穿

冒

8
§

。
。
ヨ
塗

.
。
宣

u
も

・
ξ

§

。

E
u
資
本

の
対

ア
ジ

ア
投
資

の
基
本
理
由

は
ア
ジ

ア
経
済

の
高
成
長
性

に
あ
る

こ
と
が
明
瞭

で
あ

る
。

次

に
E
u

の
海
外
直
接
投
資

の
部
門
別
、
産
業

別

の
配
分
状
況
を

み
る
と
、
ま
ず
全
体
と
し

て
、
第

一
次
産
業
部
門

の
天
然
資

源

に
集
中

し
て
い
た
・

ア
ジ

ア
に
お
け
る
E
U
と
合
衆
国

の
こ
の
分
野

に
対
す
る
直
覆

資
残
高

の
割
A
口
は
、
全
世
界

の
直
接
投

資
残
高

の
五
分

の

一
を
占
め
・

そ
れ
ぞ
れ

δ

%
と
八
%
を
占
め

て
い
た
。

日
本

の
場
A
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ

三

%
か

り
五
%

に
低

下
し

て
い
る
・

芳

・

ア
ジ

ア
諸
国

に
お
け
る
欧
州

・
米
国

自

本

の
多
国
籍
企
業

は
第

茨

産
業
部
門

で
あ
る
製
造
業
投
資

に

集
中

し

て
い
る
・
第
三
次
産
業
部
門

へ
の
投
資
割
合

は
、
全
体
と
し

て
低
水
準

で
あ

る
。
三
次
産
業

へ
の
投
資

の
条
件
篇

が

▼、

の
時

点

で
十

分

に

で
き

て

い
な

い
か

ら

で
あ

る
。

ア
ジ

ア
に
お
け

る
E
u
の
直
接
投
資

の
主
要
企
業

は
、
化
学
、
電
機
、
島

車

で
あ
り
、
米
国

の
直
獲

資
は
、
石
油
業

で
、

E
U
の
妻

産
業
投
資

の
二
億

当
る
。

日
本

の
鉱
山

へ
の
直
接
投
資
は
E
U

の
石
油

へ
の
直
接
投
資
よ
り
大
き

い
。

ア
ジ

ア
諸

国

に
お
け
る
化
学
工
業

は
・
E
u
の
多
国
籍
企
業

の
直
接
投
資

の
中

で
も
、
高

い
比
薯

占
め

て
い
る
。

一
九
九

三
年

で
、
全
世

界

に
お

け

る
化

学

工
業

へ
の
直
接

投

資

は
、

三

五

億

ド

ル
の
う
ち

E

u

の
そ

れ
は
五

〇
億

ド

ル

に
達

し

て

い
る
。

イ

ン
ド
ネ

シ

ア

へ
の
直

穫

資

は
約

二

四
億

ド

ル
、

マ
レ
↓

ア

三

億

ド

ル

に
達

し

て

い
る

(↓
げ
Φ
国
自
.。
。
Φ餌
臣
。
。
含

ωω一。
ロ
.
一コ
<
Φω
江
口
・q
一コ

〉
塗

u
鳶

ヨ
雪

噂
曽

§

Φ
き

d
暮

・
冒

。
二
葺

・・冒

①
・
二
・
〉
の笹

¢㊤
言

§

。

ア
ジ

ア

に
お

け

る
E

u

の
直
接

投
資

は
・

九

三

年
時

点

で
み

る
と
、

化
学

、
石

油
、

そ

の
他

マ

ビ

ス
、

金
融

業

な

ど

の
少

数

の
産
業

に
集
中
し
・

ア
ジ

ア
全
体

の
直
接
投
資
全
体

の
約
七
〇
%
に
達
し

て
い
る
。

Ψ、
の
集
中
化
傾
向
は
、
米
国

の
ア
ジ

ア
に
お

け
る
直
獲

資

の
傾
向

と
共
通
し
て
い
る
。
米
国

の
直
接
投
資

の
最
大

の
産
業
は
、
金
融

マ

ビ

ス
、
石
油
、
流
通
、
電
機

の
四



151996'欧 州連合(EU)の 東 ア ジア政策お よびマ⇒ 行動計画 の蘭 点

分
野

で
あ
り
、
九
四
年

に
約
七
〇
%
を
占

め
、

日
本

は
四
〇
%
を
占
め

て
い
る
。

多
国
籍
企
業

の
中

で
、
薦

、
運
輸
各
分
野

へ
の
投
資

は
増
大
し
、
生
産
黎

を
あ
げ

つ
つ
・
網

の
目

の
生
産

シ
ス
テ
ム
を
確

立

し

て
い
る
。

誉

ら
に
自
動
車
、
家
電

の
部
門

で
も
、
か
な
り
生
産
効
果
を
あ
げ
、
現
地

で
も
・
日
本
や
米
国

の
同
種
企
業
と

の

撃

を
通
じ

て
定
着
し

つ
つ
あ
る
。
日
本

の
ト

ヨ
タ
自
動
車

は
、
東
南

ア
ジ

ア
地
域

で
・
分
業

に
基
づ
く
生
産
効
果
を
あ
げ

て
い

る
。

}」
の
時

点

で
、

E
u

の
自
動

車

産
業

は
、

ト

ヨ
タ
と
比
較

し

て
か

な

り
遅

れ

て
い

る
と
指

摘

し

て
い
る
・

以
上

、

充

九

〇
年

代

に
入

っ
て
E
u
企

業

が
東

ア
ジ

ア
、

タ
イ
、

マ
レ
↓

ア
・

シ

ン
ガ

ず

ル
・

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
・

フ
ィ

リ
ピ

ン
な
ど

で
活

発

な
市

場

開
拓

を
実

践

し

て

い
る

こ
と
を
素

描

し

た
。

以
下

マ
レ
「

シ
ア
、

フ

ィ
リ
ピ

ン
な

ど

に
お

け

る
経

済
概
観

、

92
売
上

高

ト

ッ
プ
企

業

三
〇
社

の
特
徴

を

述

べ
た
あ

と
・

A

p

E

C

フ

ィ
リ
ピ

ン
会

議

ス
ー
ビ

ッ
ク
宣
言

の
問

題

点

と
今

後

の
課
題

に

つ
い

て
検
討

し

て
み

た

い
。

な
お
、
わ
た
く
し
は
、
海
道
勝
稔
教
授
、
石
井
塑

教
授
と
と
も

に
実
施
し

て
き
た
九
六
年

「
欧
州
連
合
E
U
企
業

の
東

ア
ジ

ァ

へ
の
経
済
戦
略

の
共
同
研
究
」

(経
済
労
働
共
同
研
究
)
の
成
果
も
取
り
入
れ

て
報
告
す

る

こ
と
に
し
た
い
・

三

、

マ
レ
ー

シ

ア
経

済

の

「
活

性

化

」

と

は
何

か

ω

一
九
九
六
年

マ
レ
ー
シ
ア
の
概
観

充

九
六
年

δ

月

三

晟

田
発

三

壁

○
分
、
J
A
L
七

二
三
便

に
乗

り
、

充

時
四
〇
分
頃
・
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

空

港

に
到
着

、

-

a
L

a

n

.
S

u
L

T

a

n
通

り

二

の
八

の
日
本

で
は
安
宿

と

い
わ
れ

る

「
マ
ン
ダ

リ

ン
ホ

テ

ル
」

へ
向

う
・

約
五
〇
分
程

タ
ク
シ
乏

乗

.
て
到
着
。
予
想
し
た
よ
う

に
地
味

で
纂

な
ホ
テ
ル
で
あ
る
・
各
人
部
屋

で

蒔

間
程
休
ん
だ
あ

と
、

夕
食

を

と

り
、

研
究

会

を

は

じ
め

る
。
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億

要 輸出品(上 位5品 目)

機械 ・輸送機器

原料別工業製品

雑製品

動植物油脂

非食用原料

55.1%

8.8

8.7

6.8

6.5

主要輸入品(上 位

機械 ・輸送機器

原料別工業製品

化学品

雑製品

食料品

(出 所)JETROMalaysiaCenter、1996.

J
E

T

R
O

の
資

料

、

E
U

の
資

料
、

日
本

の
研
究

者

の
文
献

な

ど

を
参
考

に

マ
レ
ー

シ
ア

の
概

況

を
確

か

め

る
。

こ
れ

は

マ
レ
↓

ヤ

の
全

体
像

を

知

る
た
め

に
も
必
要

で
あ

る
。

い
う

ま

で
も

な
く

マ

レ
↓

ア
竺

九

五

七
年

八
月

三

百

英

国

か

り
『

フ
ヤ
連
邦

が

独

立

し

・

一
九
六

三
年

九
旦

六

日

マ
レ
↓

ア
連

邦

が
成

立

し
、

六

五
年

八

月
九

日

シ

ン
ガ

ポ

{

ル
が
分

離
独

立

し

た
・

合

約

二
、

〇

七
〇

万

人
、

首

都

ク

τ

フ
ル

ン
.フ
ル

は
約

二

五

万

人

・
面

積

は
約

三
三

万
平

方

メ
ー

ル
で
、
呆

の
面

積

の
約

九
〇

%

で
あ

る
。
政
体

は
立

憲

君

主

制

で
あ

る
・

元
首

ト

ウ

ア

ン
ク

・
ジ

ャ
ア

フ

ァ
由

王

(ネ
グ
リ
セ
ン
ビ
一フ
ン
州
の
ス
ル
タ

ン
.

九
四
年
四
月
即
位
・
任
期
五
年
・
九

つ
の
州

の
ス
ル
タ

ン
Aム
誘

互
選

に
よ
る
と
い
・つ
.)
は

イ

ス
一フ
ム
教

の
首
長

・
内
閣

総

理
大

臣

を

任
命

、
国

会

を
通

.
た
法
律

の
裁

可

、
内
閣

の
駿

口
に
基

づ

い

て
行

政
権
そ
の
他
憲
法
お
よ
び
連
邦
法
で
定
め
ら
れ
た
行
為
を
実
施
す
る
の
み
な

り
ず
陸
海
空
三
軍

を
統
率
す
る
・
政
党
と
そ

の
占

め
る
袋

人
数
を

み
る
と
、
与
党

.
国
民
戦
線

エ

ハ
八
、
新
統

一

マ
レ
ー
国

民
組

織

(U
M
N
・
)
九

五
、

マ
レ
↓

ア
華
人

協
会

(M
C
A
)
三
〇
、

マ
レ
↓

ア

イ

ン
ド
人
会

議

(¥

C
)
七

、

マ

レ
↓

ア
人
民

運
動

党

七
、

甘

フ
ワ
ク
州

B
N

二
五

、

サ

バ

州

B
N
蕪

所

墨

で
あ

る

の

に
対

し

・
対

野

党
民

主

だ灯
動

党

(D
A
P
)
九

、
サ

バ
堕

党

(P
B
S
)
八
、
汎

マ
レ
ー

シ
ヤ
回
教

党

(P
A
S
)
七

で
あ
重

九
九
五
年
時
点
)
.
現
在
、
与
党

で
あ
る
国
民
戦
線

の
党
首
は

マ
つ

ア
イ
ん

が
首
相

で
あ
り
、
基
本

政

策

三

。

二
。
年

ビ
ジ

ョ
ン
L

を

提
唱

し
た
.

マ

ハ
テ

ィ
ん

ビ
ジ

ョ
ン
で
は
、

二
・

二
・

年
ま

で

に
経
済

の
地

域
統

A
口
、
国

家
的
統

穴

社
会
正
義
・
政
治
的
安
定
・
生
活

の
質
、
精
神
的
価
値
観
、
国
家

の
誇

り
な
ど
の
あ
・り
ゆ
る
面

で
先
進
果

準

に
到

達
す

る
こ
と
が
目
標

で
あ
る
と

い
う
・
九

発

ハ
月

の
国
家
開
発
計
画

(
二
・
。
。
年
)
で
、
資
本
集
約
型
、
先
端
技
術
産
業

の
育
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成
、
輸
出
振
興
を
政
策
課
題
と
し
た
。
九
六
年
五
月

の
第
七
次
五
力
年
計
画

(九
杢

・
6

・
・
年
)
を
発
表
し
・
外
舞

入
・
生
産

性
向
上
、
{。同
度
経
済
成
長
、
資
本
集
約
型
産
業

の
育
成
を
藷

し
た
。
す

で
に

マ
ハ
テ
ィ
ル

首
相

は
こ
う
し
た
政
策
を
部
分
的

に
定
着

さ
せ

て

い
る
。

も
ち

ろ

ん
野
党

か
ら
、

資

本
誘

導

型

の
政

治

で
は
な

い
か

と

い
う
批

判
も

あ

る
。

ま
ず

マ
レ
「

シ
ア
の
主
要
貿
易
動
向
を
み
る
と

(第
裏

)、

充

九
五
年

の
輸
出
額
は
、

一
・
八
五
〇
億
R
M

(
互

M
門
約
四

五
円
)

で
、

主
要
輸
出
口
翌

位
五
・
胃

を
み
る
と
、
機
械

輪

送
機
器
が
五
五

二

%
、

原
料
別
工
業
製
品
八

.
八
%
・
雑
製
品

八

.
七
%
、
動
植
物
油
脂
六

.
八
%
、
斐

用
原
料
六

・
五
%

で
あ
り
、
機
械

・
輸
送
馨

(易

車
な
ど
)
が
圧
倒
的
な
地
位
を

占
め

て
い
る
。

E
u
、

呆

、
米
国

の
主
な
多
国
簗

業

が
現
地
生
産
し
、

一
部
現
地

の

†

ギ

に
販
売
し

て
対
応
し
・
他
は

輸
出
し

て
い
る
。
妻

輸
出
先

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ル

、
δ

三

%
、
米
国

、
亨

七
%
、
E
u

西

三

%
・
日
杢

二

●
七
%
・

香

港

五

・
四

%

で
あ

る
。

主
要
輸
入
額

は
、

一
、
九
四
四
億
R
M

で
、
上
位
吾

胃

を
み
る
と
、
機
械

・
輸
送
馨

六
〇

・
○
%
・
原
料
別
工
菱

。
聖

三

.
九
%
、
化
学
口
㎜
七

.
一
%
、
雑
製
口
㎜
四

.
九
%
、
食
料
品

四

三

%

で
あ
り
、
主
要
輸
入
先

は
・

呆

二
七

三

%
・
米
国

一
六

.
三

%

、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル

一
二

・
四

%

、

E

U

一
五

・
二

%

、

台

湾

五

.

一
%

で
あ

る

。

日
本

の
対

マ
レ
!

シ

ア
投

資

は
、

九

一
年

三

八
億

R

M
、

九

二
年

二
六

・
八
億

R
M
、

九

三
隻

六

・
六
億

R

M
・
九

四
空

七

.
七

億

R

M
、

九

五
年

二
〇

.
九

億

R

M
と
な

.
て
お

り

、
九

五
年

を

除

い

て
毎
年

低
下

し

て

い
る
・

日
系
企

業
数

は
約

一
・

三

四
六
社

(製
造
業
七
二
二
社
、
非
製
造
業
さ

.六
社
)

で
あ

る

(第
3
表
)。

マ
レ
ー

シ

ア

の
嚢

経

済
指

標

を

み

る
と

(第

4
表
)
、

G

D

P
成

長

率

は
、

九

一
年

八

・
六

%
、

九

二
年
七

・
八

%
・

九

三
年

八

.
三
%
、
九
四
年
九

.
二
%
、
九
五
年
九

.
五
%
、
九
六
年
八

三

%

で
あ
り
、

責

し

て
高
成
長
率
を
維
持

し

て
い
る
』

人

当

り
G

N

P
を

み

て
も

、
九

一
年

二
、
四
七

四
U

S

ド

ル
、
九

三
年

三
、

二

二
四

U
S

ド

ル
・
九

五
年

四
・
9

三

一U

S

ド

ル
・
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脳
馳

辮

刈
マ
ー
v
刈
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田
朔
冷
淋
轡
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毯
o

霜

島

曲
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鴫
H
7
ロ

劉
圃

,

主

望

一
匡
力

国
国
O

内
↓
>
Z

国
ピ

竃.
内
〉

2
ω

℃
国
O

勺
Z
O

勺
力
国

℃
ピ
ω
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第4表 マ レーシアの主要経済指標

年 1991 1992 1993 X994 1995 1996 1997

人口(万 人、年央) 1,855 1,904 x,956 2,011 2ass

GDP成 長率(%) 8.6 7.8 8.3 9.2 9.5 8.2

一

s.a
GDP名 目(億RM) 1,323.8 1,485.4 1,652.1 1,902.9 2,187.0 2,468.3 2,767.8

同1978年 価格(億RM)
←

861.5 92$.7 1,006.2 1,099.2 1,203.1 1,sai.s 一一1 ,405.6
GDP内 訳(X978価 格)
一

f

-一__」 _
農林水産業

噛

14.3 155.3 162.1 160.5 162.3 164.9 167.2

(前年比%) o.a 4.7 4.3 一1
.0 1.1 1.6 1.4

製造業 243.1 268.6 303.2 347.$ 39$.3 449.2 505.4

(前年比%) 13.9 10.5 12.9 14.7 14.5 12.8 12.5

鉱業 79.4 .1. 80,382.4
1

.,.
r・ 92.6 93.4

(前年比%) 2.4 L6 1 2.5 9.0 3.1 o.g

建設業 32.4 36.2 40.2 45.9 53.9 5$.7 63.9

(前年比%) 14.4 11.7 112 i4.i 17.3 9.0 8.8

1人 当た りGNP(US$) 2,474 ..

.. 3,224 3,597 4,023 4,447

一

消費者物価(%) 4.4 4.7 3.6 3.7 3.4 3.s(9月 ま で)

失業率(%) 4.3 3.7 3.0 2.9 2.8 2.6 2.5

労働人口(千 人) 7,204 7,370 7,627 7,$34 8,140 8.39$ $,663

貿易収支(億RM) 一63
.3 22.2 38.3 一20

.0 93.fi 52.a 100

輸出(FOB) 945.0 1,036.6 1,212.4 1,539.2 1,849.9 1,926 2,045

輸入(CIF) 1,008.3 1,Qi4.4 1,174.1 1,559.2 1,943.5 1,978 1,945

サー ビス収支(億RM) 一一一132
.0

一145
.7

一160
.0 一158 .7 188.5

経常収支(億RM) 一llfi
.4 一56

.2 一73
.9

一一一110
.0

一178
.2

外貨準備(億RM)
…

34.5 472.0 7fi4.4 ssi.7 637.7

対外債務(億RM) 1 427.9 518.6 Asa.s fi85.7 722.6

}

連邦財政収支(億RM) 一一2fi
.4

一12
.4 3.5 44.1 18.fi 14.4 42.5

外国投資認可額(億RM) sa.7 58.5 24.4 41.1 31.9 36.3(r半 期)

(注)96,97年 予測 は大蔵省見通 し

(出 所)大 蔵 省EconomicRcport ,1996～97。
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第3図 マレーシアへの主な欧米系企業の進出状況(製 造業)
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あ

る
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と
、

企
業

に
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っ
て
経
費

軽

減

に
な

る

こ
と
、
土

地

11
地

代

が
極

端

に
安

い

こ
と
、

社
会

資
本

費

用
負

担

が
軽

く

て
済

む

こ
と
・

通

信
輸

送
体

系

費

用
も

安

い

こ
と
、

労

働
賃

金

が
相

対
的

に
安

く
、
技

術

費

用
も
安

い
}」
と
な

ど

が
あ
げ

り
れ

て
い
る
。

も
ち

ろ
ん

そ

の
他

さ
ま
ざ

ま
な
社

会
条

件

な

ど

が
あ
げ

ら
れ

る
が
、

公

害
規

制

が
緩

い

}」
と
な

ど

は
、

逆

に
現

地

住
民

の
信

頼
性

を
失

い
・
高

価

な
費

用

に
な

っ
て

い
る
。

こ

の
点

、

進
出

企

業

は
、
国

内

に
お
け

る
環

境
規

制

と
同

じ
条

件

で
、

自

り
受

け

と
あ

る

べ
き

で
あ

ろ

う
。
厳

し

い
自
己
規

制

な

し

に
現
地

住

民

か
ら

信
頼

を

受

け

る

こ
と

は
困

難

で
あ

ろ
う
。

直

接

投
資

の
経

済

学

に

つ
い

て
は
、

マ
ク

ロ
的

に
は
、

こ
う
受

け

と
め

て

い
る
。

海
外
直
接
投
資

の
産
業
構
成
を
み
る
と
、
先
進
国

に
お

い
て
は
、
篁

次
産
業

へ
の
投
資

の
地
位
が
低
下
し
、
第
二
次
産
業
か

ら
第
三
次
産
業

で
あ
る
サ
占

ス
産
業

へ
の
投
資
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
と
く

に
商
業
、
金
融
、
保
険
な
ど

の
割
合
が
増
加
し
た
。

第

二
次
産
業

で
あ
る
製
造
業

へ
の
直
接
投
資
も
増
加
し
た
が
投
琵

率

で
み
る
と
、
第
三
次
産
業

へ
の
投
資
比
率
が
増
加
し
た
。

中
進
国

途
上
国

に
お

い
て
は
、
篁

次
産
業

で
あ
る
石
油
、
鉱
物
資
源

へ
の
投
資

の
比
重

が
大
き
か

.
た
が
、
八
〇
年
代
後
半

か
ら
・
製
造
業
投
資
比
重

が
多
く
な

っ
た
。
と
り
わ
け
米
国
、

E
u
、

日
本

の
多
国
籍
企
業

は
東

ア
ジ

ア
へ
の
直
接
投
資
を
増
大

さ
せ
た
・
と
く

に
東

ア
ジ

ア
に
お

い
て
は
第

二
次
産
業

の
製
造
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、
と
く
に
電
機
、
自
動
車
、
化
学
な
ど
の
製
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投
資
が
活
発
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。
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投
資
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利
潤
率
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に
よ
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。
現
象
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に
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ま
ざ
ま
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要
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よ
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・
最
近

の
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方
を
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く
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な
り
に
要
約
す
る
と
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こ
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で
あ
る
。
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由

な
国
際
資
本
移
動

は
資
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の
国
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的

な
効
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的
配
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っ
て
世
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全
体

の
生
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能
力
を
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め
、
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の
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済
的
厚
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を
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め
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}、
と
に
あ
る
。

}、
の
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理
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、
資
本

間
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前
提

に
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た
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際
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資
源
配
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率
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能
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に
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メ
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ッ
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を
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め
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。
し
た
が

っ
て

資
本
間

の
激
烈
な
競
争

に
よ
り
デ
メ
リ
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ト
、
す
な
わ
ち

芳

は
企
業
経
営
を
拡
大
さ
せ
る
が
他
方

で
は
、
企
業
倒
産
と

い
.つ
デ
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メ
リ

ッ
ト
が
群
生
す
る
。
例
え
ば
M
&
A

で
経
営
を
大
き
く
す
る
企
業

と
吸
収
、
買
収
さ
れ

る
企
業
と
が
明
確

に
区
別
さ
れ
・
直

接
投
資
が
M
&
A
を
拡
大
再
生
産
す
る
。
と

}」
ろ
で
直
接
投
資

の
メ
リ

ッ
ト
と
し

て
、
現
地

の
安

い
労
働
力

の
雇
用
拡
大
・
付
加

価
値

、
貿
易

の
促
進
、
消
費
需
要

の
拡
大
、
蔀

門
L
形
成
、
商
圏

の
拡
大
な
ど
を
も
た
ら
す
と

い
う
面
も
あ
る
・
直
接
投
資
を
実

施

す

る
国

(
ホ
ー
ム

・
カ

ζ

ヱ

と
直
接

投

資

を
受

け
入

れ

る
国

(
ホ
ス
ト

・
カ
ζ

ー

)
と

の
関
係

を

み

る
と
・
受

け
入
国

は
・

前
述

の
雇
用
創
出
効
果
、
技
術

.
経
営
移
転

に
よ
る
生
産
性

の
向
上
、
競
争
刺
激

に
よ
る
活
性
化
・
現
地

の
文
化
・
風
土

の
吸
収
・

現
地

で
の
製
.
㎜
の
輸
出
効
果
、
資
本
財
、
部
品
の
輸
入
以
上

に
輸
出
拡
大

の
規
制

に
よ
る
貿
易
収
支

の
黒
字
拡
大
を
も
た
ら
す
と

い
う
。

こ
う
し
た
直
接
投
資

の
増
大

の
要
因

は
、
そ

の
国

の
国
民
経
済
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
促
進
す
る
と

い
う

の
で
あ
る
。

こ
の

点

は
、
東

ア
ジ

ア
現
地

へ
進
出
し
た
欧
米
や
日
本

の
多
国
籍
企
業

の
実
態
を
通
し

て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
重
要

で
は
な

い
で
あ

ろ
.つ
か
。
資
本
輸
出

一
般
論

で
支
配

.
従
属
関
係
を
み
る
の
績

純

な
分
析
結
果
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
・
途
上
国
企
業

の
自
立
的

発

展

を

み

る

べ
き

で
あ

う

つ
。

従
来

の
経
済

学

は
、

こ
う

し
た

現
状

分
析

を
軽

視

し

て
き

た
・

こ

の
点
反

省

す

べ
き

で
あ

ろ
う
・

×

×

×

な
お
補
足
資
料
①
と
し

て

一
九
九

二
年

ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
証
券

取
引
所
上
場
企
業
売
上
高

ト

ッ
プ
一二
〇
社

を
掲
げ

て
お
く

(
〉
ω
尋

野

。・
凶器

ω
。・
藁

㊤
鐸

>
〇
二
剛)
。

篁

の
特
徴

は
、
売
上
高

δ

位
以
内

の
嚢

企
業
は
、
政
府
系

塞

業

で
あ

る
。
第
二
位
、
第
三
位
・
第

四
位
・
第
六
位
を



商 経 論 叢 第33巻 第1号26

占

め

て
い
る
・

笙

位

は
・

サ
イ

ム

・
ギ

ギ

グ

†

.フ
中
核

企
業

で
プ

ラ

ン
T

シ

.
ン

.
不

動
産

開

発
、

重
機

販

売

な

ど

を
手
掛

け

て
お

り
・

総
額

七

・
億

四
二

・
・

万

R

M

で
あ

る
。

三

位

の
ト

ラ

ッ
ク

タ

ー

マ
レ
ー

シ

ア
ホ

ル
叫ア
ィ

ン
グ
社

を

傘

下

に
治

あ

て
・

米
国

キ

ャ
タ

ピ

ラ

在

や

フ
ー

ド
社

な

ど

の
代
理

店

も
兼

ね
、

B

M

W
、

ロ
ー

↑

、

フ
ォ
ー
ド

の
自

蟄

も

取

り
扱

っ
て
い
る
・

こ

の
会
社

の
売
上

高

を
A
・
わ
せ

る
と
、

七

八

億
八

、

○
○

○
万

R
M

で
、

▼し
の
業

界

で
圧

倒

的
地

位
を

占

め

て
い
る
　

第

二
の
特
徴
は
・
上
位
企
業

の

マ
ル
テ
ィ
経
営

で
あ
る
。
第

二
位

の
テ
ナ
ガ
社

は
電
力
会
社
、

マ
レ
幸

島

に
お
け
る
電
力

の

九
七
%
を
供
給

し
・
独
占
的
地
位
を
有
し

て
い
る
。
第
三
位

の

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
会
社

の
売
上
高
も
三
七
億
一二
、
六
〇
〇
万
R
M

で
・

独

占
的

地
位

を
占

め
・

第

四
位

の

テ

レ

コ
ム

マ
レ
↓

ア
は
政
府

系

の
電

信
電

話
会

社

で
あ

る
。

第

五
位

の

パ

ー

ス

フ
一フ

ン
テ

ィ
↓

ヨ
ン
社

は
・

ク

ォ

ッ
ク
グ

ル
L

フ
の
傘

下
企

業

で
、

マ
レ
↓

ア
の
砂
糖

市

場

の
五
〇

%

を
占

め
、

ホ

テ

ル
、

ス
ー

パ

ー
、
電

力

事
業

な

ど
多

角

経
営

の
会

社

で
あ

る
。

第

三

の
特
徴

は
・

自
動

車
販

売
店

・

石

油
、

製
粉

業

な

ど
製
造

業

関
連

企
業

が
上

位
を

占

あ

て
い
る
占
崩
に
あ

る
.

第
六

位

の

エ

ダ

ラ

ン

・
オ

ー

ト

モ
ビ

ル

.
ナ

シ

ョ
ナ

ル
社

は
・

国
民

車

プ

・
ト

ン
の
総
代

理
店

で
、

M

&
A

で
金
融

、

移
動

電
話

市
場

に
参

入

し
・

売
上

高

二
六

億

八
・

六

五
〇

万

R

M
を

あ
げ

て

い
る
。

第

七
位

の

ペ

ル
サ

↑

ン

・
亨

ト

モ
ビ

ル

.
ナ

シ

ョ
ナ

ル
社

は
、

マ
レ
ー

シ
ア
政

府

資
本

と

三
蕎

動

車

の
合

弁
企

業

で
、
売
上

高

は

二

二
億

八
、
六

五

〇
万

R

M

で
、
第

八
位

の
電

炉

メ
ー
カ

雇
、

ス
ズ

キ
車

の
組
立

販

売

を
し

て

い
る

ア

マ
ル
ガ

メ
イ

テ

ッ
ト

・
ス
チ

ル

・
-

ル
社

を
引

離

し

て
い
る
。

笙

五
位

の
U

M

W

.

ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
社

は
・
自
動
車
関
連
妻

を
中
・心
と
す

る
U
M
W
グ

ル
L

フ
の
中
核
会
社

で
、

ト

ヨ
タ
自
動
車
と
販
売
撲

を

し

て
い
る
・

第

二
国

民
車

ダ

イ

ハ
ツ

・
-

ラ

の
事
業

に
も

参
加

し

て
い
る
。
第

天

位

の
タ

ン

・
チ

ョ
ン
ク

.
モ
ー

タ
ー

.
ホ

ル

デ

ィ

ン
グ
社

は

日
産

と
提
携

関
係

に
あ

り
、

組

み
立

て
、

部

品
製

造

も
し

て

い
る
。

第

二
二
位

の

ロ
:

プ

ン

.
シ
ウ

の
自

動

車



271996・ 欧州連 合(EU)の 東 アジア政策およ びマニ ラ行動計画 の問題点

位

1

2

3

4

5

6

7

8

第5表1992年 ク ア ラ ル ンプ ー ル 証 券 取 引 所 上 場 企 業 亮 上 高 トップ30

(栄 位:百 万RM)

会 社 ワンポイ ン ト・コメ ン ト

サイム ・ダー ビーグループの中核

プ ランテーシ ョン ・不動

SimeDarbyBhd.産 開発 ・重機販売 な ど幅広 く事業

を手が ける。 中国進 出を積極的 に

TenagaBhd.

MalaysianAirline

SystemBhd.

TelekomMalaysiaBhd.

PerlisPlantationsBhd.

名 売 卜 高 税引前利益 ワンポイ ン

サ イ ム ・ ダ ー ビ

会 社 で,プ ラ ン

7,04i.a840.8産 開 発 ・重機 販

を手が ける。 中

推進 中。

政府系の電力会

に お け る電 力 ¢

5,030.01,848zい る 。 増 大 す る

発電所の新設,

入などを進めて

政府系のナ シ ョ

13,736.0157.9キ ャ リ ア ・ 機 体1拡 大に ともない

る 。

政府系の電信電
hd. 3,413.31,275.7需 要 に 対 応 し,

拡大。

クオ ック グル ー

国内砂糖市場 の

d. 3,291.0235.9ホ テ ル ・ ス ー パ

野 は幅広 い。近

マ レー半島

に お け る電 力 の97%を 供給 して

い る。増大す る電 力需要 に応え,

発電所 の新設,他 社か らの電 力購

政府系のナ シ ョナル ・フラッグ ・

航路 の

拡 大に ともない順調 に成長 を続 け

政府系の電信電話会社。急増する

需要に対応 し,積 極的に通信網を

クオ ックグル ープの傘F企 業 で,

国内砂糖 市場 の50%を 握 るほか,

ホテル ・スーパー経営 など事業分

野 は幅広 い。近年,電 力事業 に も

EdaranC}tomobil

NasionalBhd.(EON)
2,683.7 一撫 鰭…濡 蹴

PerusahaanOtomobil

NasionaiBhd.(PRQTON)
2,286.5 311.2

AmalgmatedSteel

MillsBhd.
2,265.5 138.3

1融 ,移 動電話市場 な どに参 入,多

角化 を進 めて いる。

マ レーシア政府 とr菱 嵐動車 の合

弁企業。国民 車 プロ トン ・サガは

国内乗 用車市場 で約7割 の シェァ

を 占 め る。93年 に導 入 した ウ ィ

ラも好調。 ベ トナムで合弁設立推

進 中。

ライオ ングループの傘 ヒ企業 で,

最後発 に して現在 で は国内最大 の

電炉 メーカー。 スズキ車の組立販

売,コ ンテナや タイヤの販売 な ど

も行 う。
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位 会 社 名 売h高 税引前利益 ワ ン ポ イ ン ト ・ コ メ ン ト

9 FederalFlourMillsBhd. 2,254.5
s・

クオ ックグル ープ傘下企業で,マ

レー シア最大 の製粉 会社。 グルー

プの農産物関連事業 を統括 す る。

10 ShellRefining{FC)M}Bhd. 2,Q92.2 97.2
英国 シェル社 の現地法人。石油製

品 の製造 ・販売 を行 う。

ll
MalaysianInternational

ShippingCorp.Bhd.
1,979.2 507.E

政府 とクオ ックグルー プ他 の民間

人 が設 立 した海 運 会 社。 シ ンガ

ポールのケ ッペルグループとの提

携 など多国籍展開 に着手。

12
RothmansofPallMail

(Malaysia)Bhd.
1,866.0 359.5

英国 の タバ コ会社 ロスマ ン社 のア

ジア初 の現地法人。 ロスマ ン,ダ

ンヒル,マ ールボロな どの銘柄 を

製造販売。

13 BerjayaGroupBhd. 1,842.5 146.0

ベルジ ャヤグルー プの中核会社。

金融,レ ジャー,流 通,不 動産,

繊維 などに従事。主 に買収 によ り

事 業を拡大。中国でゲ ーム事 業を

推 進中。

14 Multi-PurposeHoldingsBhd. 1,841.5 304.9

カム ンテ ィングループの傘下企業

で,ゲ ーム業界 トップの宝 くじ運

営会社。

15 UMWHoldingsBhd. i,7gs.s iss.a

自動 車 関 連 事 業 を 中 心 とす る

UMWグ ル ー プの 中 核会 社 で,

トヨタ自動車 と販売提携。第2国

民車 ダイハ ッ ・ミラの事業 に参加

しているQ

16 EssoMalaysiaBhd. 1,646.2
・ ・

米国 エッソ社 の現地 法人。 ガソ リ

ン ・LPGな どの石 油製 品 の製造

販売。

17 tentingBhd. 1,638.5 694.9

ゲ ンテ ィングルー プの中核会社。

リゾー ト開発 ・ア ミュー ズメ ン ト

関連事業 を行 い,利 益 の7割 がカ

ジノでの収益。

18
TanChongMotorHoldings

Bhd.

]

1,632.1 115.1

タンー族が所有す る自動車関連グ

ループの中核会社。 日産 と提携関

係にあり,日 産車の組み立てのほ

か,部 品製造の合弁会社を持つ。
1
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位

19

20

21

22

23

24

25

Zs

27

会 社 名

MagnumCorp .Bhd.

IndustrialBhd.

ResortsWorldBhd .

OrientalHoldingsBhd .

Nestle(Malaysia)Bhd .

TanjongPublicLtd .Co.

LeisureManagementBhd .

HongLeongIndustriesBhd .

HumeIndustries(Malaysia)

Bhd.

売 と 高

1,556.0

1,527.8

1,347.6

1,278.2

1,2Q2.fi

1,152.1

1,085.4

x,424.2

spa.z

税引前利益 ワ ン ポ イ ン ト ・ コ メ ン ト

カム ンテ ィングループの傘下企業

310.2で,ゲ ーム業界第2位 の宝 くじ運

営会社。

ベル ジャヤ グループの傘下企業
。

111.0子 会社群の統括お よび不動産投 資

に従事。

ゲ ンテ ィングループ傘下 の リゾー

ト開発会社で国内唯一の カジノ運474
.9 営権を持

っ。 中国福建省 での高速

道路建設 に参加 している。

m・ プン ・シウ率 いる自動車 関

連 グループの中核 会社 で,ホ ンダ

192.6の 自動 車 ・二輪 車を製造販売。他

社 との競争が激化す る巾,ホ テル

部門 などの強化を はか る。

スイスの食品 メーカー,ネ ッスル

174.9社 の現 地 法 人・ イ ンス タ ン 喰
品 ・飲料 ・調 味料 な どの製造 販

売。

競馬 関連 グループの持株会社。馬

22L2券 販売,賭 け率計算,サ ラブ レッ

ト飼育 などを行 う。

カム ンテ ィングループの傘下企業

47.0で,馬 券販売 などマグナ ム社 の総

代理店 。

ホ ン ・レオ ングル ー プの傘 下 企

業。 オー トバ イ,タ イル,建 設会

社 の3部 門が事業 の中心。 タイル

135.3・ 事業で は,イ タ リアのメーカーと

の合弁 によ り高品質化を はか るほ

か,中 国で の原料調達に乗 りだ し

て いる。

ホ ン ・レオングループの製造業部

門 の中 核 会社 で,建 設 資 材 を製134
.Q 販
。近 年 は家 電製品製造 やメデ ィ

ア事業 に も参入。
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位 会 社 名 売r高
i

税引前利益

1

ワ ン ポ イ ン ト ・ コ メ ン ト
ー

28 AngkasaMarketingBhd. 957.5 16.7

ライ オングループの傘下企業で,

スズキ車の国 内販売 ほか鉄綱製品

の販売な ども行 う。
一

29 KumpulanGuthrieBhd. 945.8 100.8

大手 プ ラ ンチ ー シ ョングル ー プ

で,パ ー ム油 や ゴムなどを生産。

ゴム関連製品の製造 や不動産開発

な ど多角化 を進あ る。

一

30

一

ConsolidatedPlantationsBhd. 945.3 118.1

1

サイム ・ダー ビーグループ傘下 の

プ ランテーシ ョン会社。 タイヤな

どゴム関連製品の製造販売 へ多角

化。
一

関

連
グ

ル
ー
プ

の
中

核
会

社

で
、

ホ

ン
ダ

の
ク

ル

マ

.
二
輪

車

を
製

造
販

売

し

て

い
る
。
シ

ェ
ル

・
精

錬
社

は
第

一
〇
位

で
、
英

国

シ

ェ
ル
社

の
現

地
法

人

で
、
石
油

製
品

の
製

造

・
販

売

を

展
開

し
、
売

上
高

二
〇

億
九

、
二
二
〇

万

R

M

で
あ

る
。
第

一
六

位

の

エ

ッ
ソ

・
マ
レ
ー

シ

ア
は
、

米
国

の

エ

ッ
ソ
社

の
現

地
法

人

で
あ

る
。

第
九

位

の

フ

ェ
デ

ラ

ル

・
フ

ロ
ワ
ー

・
ミ

ル
ズ
社

は
、

ク
オ

ッ
ク
グ

ル
ー
プ

の
傘

下

企
業

で
、

マ
レ
ー

シ
ア
最

大

の
製
粉

会

社

で
あ

る
。

第

二

三
位

の
ネ

ッ
セ

ル

.

マ
レ
ー

シ
ア
社

は
、

イ

ン
ス
タ

ン
ト
食

品

・
飲

料

・
調
味

料

の
製

造
販

売

で

一
二

億

R
M
を

あ

げ

て

い
る

(第
5
表
参
照

の
こ
と
)
。

わ

た
く

し

は
、

九

二
年

の

マ

レ
ー

シ

ア
に
お
け

る
売

上
高

順
位

三
〇
社

の
企

業

倣

の
特
徴
を
み
た

の
で
あ
る
が
・

共
通
し

て
い
る
特
徴

は
、
英

来

系
多
国
籍
企
業

り駄

と
政
府
系
企
業

の
市
場
支
配
が
象
徴
的

で
あ

る
。

と
く
に
イ

ン
フ
ラ
整
備

の
た
め

∵

社
会
資
本
の
政
府
系
企
業
に
よ
る
電
力
、
交
通
、
通
信
な
ど
へ
の
投
資
が
著
し

脳

い
。
政
府
が
、
英
、
米
、
日
の
多
国
籍
企
業

の
導
入
を
図
り
な
が
ら
政
府
系
企
業
を

讐

し
て
国
民
経
済
を
形
成
さ
せ
て
い
る
が
、
市
場
は
、
い
ま
や
世
界
市
場
の
青

舳

と
し

て
の
東

ア
ジ

ア
市
場

で
あ
り
、

三
〇
社

さ
ら

に
五
〇
社

の
巨
大
企
業
、
大
企

㎞

業
が
そ
の
市
場

の
担

い
手

の
妻

部
分
を
護

し
て
い
る
と

い

.
て
も
よ
い
の
で

胴

は
な

い
だ

ろ
う
か
。

こ

の
点

か

ら

み
る
と

、

企
業

間
格
差

は
拡
大

し

て

い
く
可

能

咄

性

が
強

い
。
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補
足
資
料
②
と
し
て

マ
レ
ー
シ
ア

へ
の
日
系
企
業
進
出
地
図

(麗

電

子
肇

・
箏

図
・
第
2
図
を
参
照
)
を
み
て
も
わ
か
る

よ
.つ
に
毒

、
電
子
、
自
動
車
、
化
学
、
木
材
、
金
属
な
ど
の
製
造
業
が
目
立

っ
て
進
出
し

て
い
る
・
し
奈

っ
て
マ
レ
↓

ア
と

日
本
経
済
と
の
結

び

つ
き
は
、
現
地
と
企
業

の
ネ

ッ
占

多

を
通
じ

て
形
成
し

て
い
る
と
い

っ
て
も

よ
い
で
あ

ろ
う
.

}、
を

」
呆

企
業

は
、
現
地

の
経
済
発
展
と
環
境
、
貧
困
克
服
、
所
得
格
差

に
ど

の
よ
う

に
率
先
し

て
対
応
し

て
い
く
か
が
問

わ
れ

る
で
孝

つ
。
現
地

の
人
び
と

の

マ
レ
↓

ア
の
社
会
経
済
文
化

の
震

に
貢
献
す

べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
・

な
お
、
途
上
国

へ
の
直
接
投
資

に

つ
い
て
は
、
政
治
が
不
安
定

で
投
資

呉

ク
が
大
き

い
と
さ
れ
・
海
外
投
資
保
険
制
度
が

あ
る
.

そ
の
対
象

と
な
る

置

縫

資
L

に
は
、
①
外
国
法
人

の
株
式
そ
の
他

の
持
分

の
取
得
・
②
合
弁
企
業

の
相
手

に
対
す

る
当
該
A
口弁
企
業
へ
の
出
資
用
資
金
の
長
期
貸
付
金
債
権

(返
済
期
間
五
年
呈

)
の
取
得
・
③
相
手
側
を
実
質
的
に
支
配
し
て

い
る
外
国
法
人
の
社
債
ま
た
は
外
国
法
人
に
対
す
る
長
期
貸
付
金
債
権

(嚢

翻

五
年
以
上
)
の
取
得
・
④
本
邦
法
人
が
本
邦

外
で
行
な

つ
海
外
直
縫

事

業
の
用
に
供
す
る
不
動
産
そ
の
他
の
権
利
等
の
取
得
・
⑤
長
期
契
約
に
基
・つ
き
本
邦
に
輸
入
さ

れ
た
鉱
産
物
、
木
材

そ
の
他
政
A
η
で
定
め
る
貨
物

の
生
産

に
要
す
る
資
金
を
調
達
す

る
た
あ
に
発
行
さ
れ
る
外
国
政
府
等
も
し

く
は
外
国
法
人

の
公
債

.
社
債
な
ど

に
対
す
る
長
響

付
金

に
か
か
わ
る
纏

の
取
得

の
五

つ
の
形
態
は
・
保
険

の
対
象
と
な

る

(軸外
国
貿
易
実
務
」
な
ど
参
照
)
。

②

国
民
車
生
産

の
プ

ロ
ト
ン
社

の
経
営
方
針

充

九
六
隼

百

四
日

(旦

午
前

δ

時

プ

・
ト

ン
錫

奎

場
を
訪
問
し
、
三
書

動
車

の
育
成

の
経
緯
な
ど
欧
州
企
業

と
の
撰

、
企
業

の
経
営
戦
略
、
}」
を

」
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
鋸

の
幹
部
と
討
議
し
た

(な
お
・
わ
た
く
し
た
ち
が
訪
問
し
た
場

所

は

勺
Φ
『
仁
ω
⑳
び
餌
鋤
⇔

。
件。
∋
。
σ
=

乞
鋤
離
。
コ
価
一
-ロ
¢
『
ゴ
鋤
α
・
嵩
圏。
。
三

§

・・
三

曇

翼

曼

=

q・
㌔

ρ

し・
.
二

§

§

.・

影

7

ξ
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ω
Φ薯

。
円
冒

島

蓄

…

量

畏

↓
Φ
;

§

9
一⊥

蜀

藝

・
で
あ
る
)
。

い
う

ま

で
も

な

く
・

プ

。
ト

ン
社

は
・

マ

レ
↓

ア
の
国

蚤

メ

ゐ

を

あ

り
、

A
フ
日
、

そ

の
生

産

ム
ロ
数

は

6

。
万

を

突

破

し
た
・

プ

。
ト

ン
社

は
・

マ

レ
↓

ア

の
国
民

墨

産

の
会
社

で
あ

る
.
従

来

マ
レ
ー

シ
ア
の
乗

用
車

は
、

日

.
米

.
欧

へ
の

依
存

の
生
産

に
よ

っ
て
図
ら
れ
・
普
及
し

て
差

が
、

マ
ハ
テ
£

首
相
は
、
畠

の
実
力

で
、
外
国

の
力
を
活
用
す
る
方
式

で
国
蚤

を
作

ろ
う
と
考
え

て
差

・
彼

の
肝
入
り

で
、
三
蕎

動
望

業

の
資
本
参
加
と
技
術
毒

で
、

天

五
年

に
操
業

を
開
始

し
た
・
部
品

に
対
す

る
関
税

の
免
除

に
よ
る
輪
入
を
容
易

に
す
る
政
策
を
選
択
し
た
り
、
公
務
員

が
国
民
車
を
購
入
す
る

に
当

っ
て
政
府

は
全
面
的
支
援
を
し
た
り
・

そ
の
他

の
優
羅

置
を
と

.
た
.

そ
の
結
果
、

ワし
の
国
民
車

は
、
国
内

の
ク
ル

マ
占

纂

を
五
。
%

に
高

め
る
こ
と
が

で
き

た
・
と
乏

プ

・
≧

社

の
経
営
は
、

日
本

の
三
菱

の
経
済
方
式
を
か
な
り
導
入
し
、
み

ず

か
ら

の
も

の

に
吸

収

し

た
。

一
九
九
五
年
か
ら
・

フ
ラ

三

の
シ
占

エ
ン
社

と

の
共
同
生
産

に
踏

み
切

り
、
九
六
年

δ

月
末

に
は
、
英
国

の
ス
ポ
ー

ッ

カ
ー
社

で
あ
る

マ

タ

ス
を
買
収
し
・
多
様
な
技
術
吸
収
農

開
す
る
と
と
も

に
、

二
±

世
紀
ま

で
に
年
間
生
産
能
力
を
五
。

万
台

に
高

め
る
拡
帳
政
策
を
表
明
し
て
い
る
.

マ
ハ
テ

ィ
ル

昏

芳

三

菱
と

の
男

関
係
は
低

コ
ス
ト
の
大
衆
車
づ
く
り

に
欠
か
せ
な

い
L
と

い
い
・
他
方

で

「
い
い
技
術
を
吸
収
す
る
機
会
が
あ

.
た
・り
、
積
極
的

に
生
か
し
た

い
」
と
A
守
後
も
提
箋

な
ど

の
多

角
化

を
模

索

す

る
意

向

を
示

し

た
と

い
・つ

(『
呆

経
済
新
闘

一
九
九
、ハ
.
+
二

.
三

)。

プ

。
ト

ン
社

の
経
舅

針

は
・
篁

に
合
理
化

の
徹
底

に
あ

っ
た
.
六
・
年
代

は
輸
入
中
、心
で
、
七
。
年
代

に
技
術

と
資
本
導

へ

む

入
・
八
。
年
代

に
主
体
的
生
産

農

開
し
、
九
・
年
代

に
は
崖

、
流
通
、
販
売

の
A
口
理
化

の
徹
底
を
図

る
と

し
.つ

第
二

に
は
・
地
域
生
産
計
画

の
羅

化
を
図

っ
た
占
だ

あ
る
.
第

三
に
雇
用
と
熟
練

の
創
造

に
あ

.
た
}、
と
.
第

四
に
産
業
化

に
向

っ
て
の
経
済
成
長

の
維
持
を
図

っ
た
こ
と

に
あ
る
.
第
五

に
技
術
、

工
学
的
能
力
な
ど

の
質
的
向
上
を
図

.
た
▼、
と
、
第
六
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に
、
生

産

、
技

術

、

労
働

、
経

営

の
、不

ッ
占

易

を

図

っ
て
全

体

と
し

て
経

営
力

を

定
着

さ
せ

た
と

い
う

の

で
あ

る
・

}、
の
占
描ち
な
み
に
東

南

ア
ジ

ア
の

「
ク

ル

マ
先
進
国
」

タ
イ
を

み
る
と

ヲ

ジ

ア
カ
⊥

生
産
が
本
格
化
し
・
九
六
年
春

の
本

田
技
研

工
業

に
続

い
て
、

ト

ヨ
タ
が
九
七
年

耳

末
か
ら

ア
ジ

ア
霧

専
用
車
を
販
売
す
る
こ
と
に
な

っ
た
・
八
五
年

に
九
万
ム
。

の
販
売
A
口
数
は
、
九
五
年

に
五
+
七
万
ム
ロ
に
な
り
、
f
年
前

の
六
倍

以
上
、
国
民
書

成
策
を
採
用
し

て
い
る

マ
レ
↓

ア
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
異
な

り
、
特
定

メ
ー
カ
ー
に
偏
・り
な

い
工
場

蒙

政
蓼

採
用
し
な
か

っ
た
・

こ
の
点

マ
レ
↓

ア
と
対
照
的

で

あ

っ
た
。

先

の

マ
レ
「
シ
ア
の
国
民
車
育
成
政
策
も
、

ワ、
の
ま
ま
成
長
が
持
続
し
、
消
費
需
要
が
増
大
し
・
消
費
者

の
選
択

眼
が
高
ま
れ

ば
、

ア
ジ

ア
カ
!

へ
の
志
向
が
増
大
す
る

で
あ
ろ
う
.
他
方

で
、
貧
困

の
克
服
と
肇

拡
大
・
都
市
罷

の
篶

・

イ
ン
フ
レ
の

整
備

に
全
力
を
投
球
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

マ
レ
「

シ

ア
の
経

済

評

論
家

も

い
・つ
よ
・つ
に
、

欧

州

・
ア
ジ

ア
間

の
直
縫

資

の
増

大

に
よ

る
雇

用
拡

大
効

果
を
も

た
ら
す

た

め

に
は
、
社
会
的
生
産
基
盤
と
社
会
的
生
活
基
盤

の
充
実

に
努

め
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

わ
た
く
し
の
短
期
間
の
滞
在
で
も
企
蕎

肇

の
拡
大
、
都
市
間
格
差
、
都
市
と
蒋

の
所
得
肇

の
拡
大
の
状
況
・
都
市
に

お
け
る
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故

の
激
増
、
都
市
計
画

の
立
ち
お
く
れ
等

を
き

い
た
り
体
験
も
し
た
・

わ
た
く
し
た
ち
が
宿
泊
し
た
チ

ャ
ゴ

T

ズ
タ
ウ
ン
の
中

の
ホ
テ
ル
の
道
路
、
商
店
街

の
下
水
道
な
ど
・
も

っ
と
完
備
し
な
け

れ

ば

ど

.つ
に
も

な

.b
な

い

の

で
は
な

い
か

と
思

っ
た

り
も

し

た
.
休

日

に
、

デ

パ

ー

娯

楽
嚢

・
商
店

街

等

を

み
ま

し

た
が

黒

山

の
人

だ

か

り

で
あ

る
。

ま

さ

に
人
、

ひ
と

で
あ

る
。

四

、

フ

ィ

リ

ピ

ン
経

済

の

「
中

成

長

」

一　
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D

「
貧
困
」
と
ど
う
闘
う
か

ま
ず
、
厳

し
い
旅

の
感
想
か

ら
始
め

る
。

土

月
吾

ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ル

三

時
五
五
分
発

の
フ
ィ
ー
ピ

ン
航
空
便

に
乗
る
.
、
発
車
時
間

が
遅
れ
、

三

時
五
。
分

に

変
更

さ
れ

た
・

と

き

ど
き

こ
ん
な

こ
と

が
あ

る
と

い
う
。

マ

言

に
は
、

夜

δ

時

五

・
分

に
着

い
た
。
機

内

は
騒

然

と

し

て
い

る
・

い
い
加
減

に
し
て
ほ
し
い
と
怒
鳴

り
を

な

っ
た
ほ
ど
だ

っ
た
。

と
に
か
く

畜

れ
て

マ
ラ
フ
空
港

に
着

い
た
.
形
式
的

な

税
関

入
国
手
続

で
か
な
り
時
間
を
と
ら
れ
た
.
空
港

の
管

罷

力

の
貧
弱
性

に
も
驚

い
た
.

}」
れ

で
い
い
の
か
と
田
心
.
た
。

一

切

の
手
続

が
終

っ
て
空
港
出

・

へ
行
Σ

、

逸

ー

H
ー

他

二
名

の
名
前
を

か

い
た
五
・

セ

ン
チ
平
方

メ
ー
ト
ル
の
↑

パ
ー
を

か
か
げ

て
迎

え

て
く

れ

た

の

に
は
驚

い
た
.

こ
ん
な
約

束

は
始

め

か

・り
し

な

か

っ
た
。

ど
・つ
も
、

迎

え
に
き

た
二
人

は
、

チ

ッ
プ
五
。

ペ

ソ
を

と

っ
て
ど

こ
か

に
消

え
、

タ
ク

シ

た

案
内

さ
れ
、

こ
の
タ

ク

シ
ー
に
乗

っ
て
、

蒔

間

五
。
分

も

か

か

っ

て
・

マ
ビ

ニ
街

に
あ

る
三
流

の

ア

ン
バ

セ
ダ

ー
ホ

テ
ル
に
首

.

こ

こ

で
も
、

あ

と

で
わ

か

っ
た

の

で
あ

る
が
、

車
代

二
八

。

ペ

ソ

で
済

ん

だ

の

に

四

。

。

ペ

ソ
払

わ

さ

れ

た

。

ホ

テ

ル

に
着

い

て

か

ら

、

近

-

の

レ

ス
ト

一フ
ン
に
行

}」
.つ
と

し

な

り
、

四

、

五

人

の

「
ぽ
ん
び

き

颪

の
男

性

に
囲

ま
れ
・

案
内

す

る
と

い
う
。

責

し

て
断

っ
て
ホ

一ア
ル
に
戻

り
、

ホ

一ア
ル
内

の
食

堂

で
饗

を

と

っ
て
終

っ
た
・

真
夜

中

蒔

過

ぎ

に
な

っ
た
。

さ

ら

に

蒔

間

ほ

ど
習

か

り
の
調
査

に

つ
い

て
討

議

し
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
周
辺

に
は
・
半
ば
壊

わ
れ
か
か

っ
た
家
屋

が
並
び
、
街
路

に
若
者
、
中
年

の
男
性

が
立

.
て
い
る
.
戦
後

日
本

の

闇
市
を
想

い
出
す
・
貧
困

の
羅

と

い

っ
た
感
じ
が
す
る
。

フ
ィ
ー
ピ

ン
は
か

つ
三

ア
ジ

ア
の
病
人
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
は
、

貧
富

の
差

の
拡
大
・
失
業
増
・
外
国

へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
、
ご
み

の
山

に
掘
立

て
小
屋
を
立

て
左

活
:
..:
貧
困
と
失
業

の
代
名

詞

で
あ

っ
た

。

と

こ
ろ
が
・
あ

と

で
難

し

て
叙

述

す

る
が
・
}し
の
と

こ

ろ
高

い
経
済

成
長

を

み

せ

て

い
る
.
九
五

年

五

.
七

%
、
九

六
年

七

.
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一
%

と

い
.つ
高

成

長
率

で
あ

.
た
.

だ

が
貧

富

の
差

は
消

え
な

い
.

あ

る
新

聞

が
・
例

え

ば
貧

困

と
闘

い
な
が

ら
生
活

し

て
い

る

自

転
車

タ

ク

シ

ー

「
ぺ
↓ア
イ
キ

ャ
プ
」

の
仕

事

を

し

て
い
る

蒙

を
紹
介

す

る
・

}あ

紹

介

か
ら
始

め

よ
う
・

い
ま

の

フ

ィ
リ
ピ

ン
の

襲

よ
く
わ
か
る
か
、b
で
あ

る
.
朝

四
時
、
忠

街

に
あ

る
霧

で
、
父
と

マ
ヌ

エ
ル
兄
弟

は
董

を
し
・
弟
は
夜
+
時

ま

で
働
き
、

そ
の
塁

ロ同
校

へ
、
兄

は
昼
ま
で
働

い
て
、
午
後

は
母

の
家
事

を
手
伝

い
に
行

を

見

は
古同
校

を
や
め
て
弟

の
学

費
と

蒙

の
生
活
を
支

,凡
る
た
め

に
仕
事

に
集
中

し

て
い
る
と

い
う
・
1

こ
の

蒙

は
・
弟
も
妹
も
　局
校
生
・
学
費

は
螢

・

。

。

。

ペ

ソ

(
日
本
円
約
四
、
四
。
。
円
)

で
、
交
通

費

が

百

八

ペ

ソ

(約
三
+
六
円
)
・
L
「
お

や

じ

蛙

日
は
カ

ネ
貸

し

も

や

っ
て
い

た

け
ど
、

い
ま

は
運

転

手

だ

け
.

蒙

で

一
日

二
・

・

ペ

ソ

(約
九
・
・
円
)
稼

げ

ば

い
い

ほ
・つ
だ
・
食

う

の

に
精

い

っ
ぱ

い

の
毎

日
さ
」

(「朝
日
新
聞
」

一
九
九
七
月

一
月
十

一
日
号
)

た
し
か

に
▼、
の
国

は
国
全
体

と
し

て
九
・
年
代
後
半

に
入

・
て
急
成
長
を
続
け
、
海
外
投
資
も
九
・
年

の
五
億
ド

ル
か
ら
九
五

年

に
は
二
+
三
億

ド

ル
と
か
な
り
伸
び
た
.
失
業
率
も
前
よ
り
低
下
し
、
貧
困
層
も
少
し
ず

つ
減
少
し

つ
つ
あ
る
・
高
笙

は
、

同
世
代

の
六
。
%

の
約

四
八
・
万
人
だ
が
、
半
数
以
上
は
中
退
し

て
ゆ
Σ

い
う
.

こ
の
中
退
者
が
・
零
細
商
店

や
盛

り
場

で
働

い
た

り
、
街

路

で
物

売

り

を
し

た

り
し

て
生
活

し

て
い

る
よ
う

で
あ

る
。

充

九

六

年

土

月

六

日
、

午

前

δ

時

、

マ

ニ
ラ
市

の

マ
カ

テ

ィ
、

レ
ガ

ス
ピ

・

ビ

ラ

ッ
ジ

・

パ

ヤ

オ

・
ド

.
。
ザ

ス

コ
ー

ナ
ー
ピ
リ
ア
街

に
あ
る
E
U
欧
州
委
員
会
袋

部
を
訪
問
し
、

E
U

フ
」

ピ

ン
経
済
顧
問

の
P

.
マ
ル
チ
ネ
氏
と
討
論
す
る
・

E
u
と

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
経
譲

力
関
係

は
、
A
フ
後
自
動
車
、
電
機
な
ど

の
生
産
拠
点

で
・

フ
4

ピ
ン
側

に
協
力
し

責

つ
と

い

.つ

.

}」
Ψ」
の
大
学
卒

の
方

は
英
語
が
薯

な

の
で
、
E
U
関
係

の
企
業

に
就
職
し

て
も
対
応
力
が
あ
る
と
い
う
・
E
U
関
係

の
現

地
企
業
は
、
九
九
%
鋸

人
を
採
用
し
、

工
場
長
も
現
地
出
身

の
技
術
者

や
実
力

の
あ
る
方

を
蓬

す

る
と
い
う
・
最
近
は
大
卒

の
従
業
員
が
歪

し
、
賃
金

が
上
昇
傾
向

に
あ
り
、

髪

が
旦

万

ペ
ソ
幽

万
円

で
あ
り
・
次

が
月
八
・
。
。
。

ペ
ソ
"
三
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万

二
・
。
。

。
円

で
あ

り
・
平
均
賃
金

(奎

は
七
、
…

⊥

ハ
、
…

ペ
ソ

(二
万
五
、
。
。
。
円
程
度
)
で
あ
る
と

い
.つ
.

の

ラ
モ
ス
政
権
の
経
済
社
会
政
策
と
は
何
か

と

こ
ろ

で
・
改

め

て
・

E
U

現
地

支
部

で

の
討
議

を
踏

ま
え

て
、
翌

日
、

+

百

七

日

(木
)
、

マ

ラ

フ
の
呆

の
J

E
T

R
。

支

部
を

訪

ね

て
・

フ
ィ
吝

ン
経

済

の
全
体

像

に

つ
い

て
討
議

し

た
.

以
下

、

そ

の
成

果

を
ま

と

め

て
お
く
。

現

地

で
聞

い
て
も
・

フ
ィ
リ

ピ

ン
経

済

が
九

四
年

以

降
、

G
D

P
成
長

率

四

.
四
%
、

九

五
年

四

.
八

%
、

九
六

年

六

%
、
九

七

年

五

・
七

%

(予
測
)
を

見

せ

た

の
は
・
そ

の
他

の

ア
セ

ア

藷

国

に
注
目

さ
れ

た
だ

け

で
な

く
、
欧

州
、
米

国

、
日
本

の
企

業

か
ら

の
幕

の
眼
を
も

っ
て
み
ら
れ
た
だ
け

で
な
く
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
経
済
が
見
直
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
国

の
経
済

の
体
質
を
変

え
た
契
讐

・
九
一
奮

ハ
月
就
任
し
た
ラ
モ
ス
政
権

の
外
資
導
入
政
策
と
そ
れ
に
依
存
し
た
安
定

成

長
路

線

へ
の
軌

道

修
正

に
あ

っ
た
と

い
わ
れ

て
い

る
.

い
ま

で
も

記
億

に
新

し
く

よ

み
が

,え
る

の
は
、

国

民

へ
の
五

つ
の
公

約

(
δ

。
日
行
動
計
画
)・
す
な
わ
ち
・
①
政
治

の
安
定

に
あ

る
こ
と
、
②
経
済

の
抜
本
的
再
建
、
③
立
ち
遅
れ

て
い
る

エ
ネ

ル
ギ

問
題

の
解
決
・
④
汚
職

の
追
放

と
行
政
効
率

の
向
上
、
⑤
環
境
保
全

に
あ

.
た
。

こ
の
中

で
菅

さ
れ
た

の
は
・
政
治

の
安
定
を
求
め
た
点

に
あ

・
た
.
具
体
的

に
は

冗

九

四
年
九
月
共
産
党
を
A
口
法
化
し
た

こ
と
・

充

九
五
年

δ

月
国
軍
右
派

と
和
平
協
定
を
結
ん
だ

こ
と
.
九
六
年
九
月

イ

ス
一フ
ム
勢
力

.
モ

ロ
民
族
解
放
戦
線

(M
N

L
F
)
と
和
平
合
意
し
た
こ
と
・
～

イ

ろ

フ
ム
地
方
自
治
政
府
樹
立

に
向

け
た
暫
定
馨

南

部

フ
ィ
ー
ピ

ン
平
和
と
開
発
評
議

会
L

(S
P
C
P
D
)
を
設
置
・

モ

罠

族
蟹

戦
線

が

フ
ィ
リ
ピ

ン
国
家

に
編
入
し
た
点

に
あ
る
ー

.

エ
ネ

ル
ギ

商

題

の
解
決

は
と
く
に
重
要
視

さ
れ
た
.

工
業
用
、
家
庭
用

の
電
力
供
給

な
し

に
経
済
も
生
活

の
充
実

は
な
い
.

ま
ず
九

三
年
四
月
・
電
力
危
撲

を
上
下
両
院

で
可
決
し
、
発
電
所
建

設

の
迅
速
性
と
国
有
電
力
公
社

(N
P
C
)
の
再
編
成
を
進
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め
る
大
き
な
権
限
を
大
統
領

に
付
与
す

る
▼」
と
、

こ
の
結
果
、
製
造
業

の
活
性
化

の
条
件
づ
く
り

に
大
き
な
貢
献
し
た
と

い
う
・

一フ
モ
ス
政
権
は
、
継
続
的
な
外
資
導
入
政
策

の
促
進
と
規
制
緩
和
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
は
・

日
・
米
・
欧
な
ど
を
始
め
と
す

る
外
国
資
本
を
導
入
し

て
国
内

の
良
質

の
労
働
力

と
結
合
し
、
輸
出
志
向
型
工
業
化
に
よ

っ
て
経
護

長
を
実
現
す
る
と

い
う
経

済
優
先
主
義
蓬

択
し
た
点

に
あ
る
。
例

,え
ば
、
政
権
担
当
後
三
か
月
後

の
九
二
年
九
月
・
「
外
国
為
替

の
自
由
化
」
政
蓼

提
案

し
た

▼」
と
、
九
三
年
七
月

に
外
国
人

の
土
地
借
用
期
間
を
五
・
年
か
ら
七
五
年

に
延
長
し
た
こ
と
・
九
四
年
五
月

に
新
B
。
T
法

を
制
定
し

た
▼、
と
、
九

四
年
六
月
、
外
国
銀
行

の
営
業
畠

化
を
打
ち
出

し
た
こ
と
、
九
五
年
七
尺

大
幅
な
関
税
引
き
下
げ
を

実
行
し
な

」
と
、
九
五
年
七
月
か
、b
二
〇
・
三
年
ま

で
に
、
原
材
料

に

つ
い
て
は
三
%
・
馨

製
品

に

つ
い
て
は

一
〇
%
・
さ
ら

に
二
。
〇
四
年

ま
で
に

一
律
五
%

に
関
税
を
引
き
下
げ

る
方
針
を
打
ち
出
し

た
.

こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
外
国
商
品

の
輸
入
が
容
易

に
な

る
で
あ

ろ
.つ
。

ワ」
れ
と
関
連
し

て
九
六
年

四
月

に
、
ネ
ガ

テ
ィ
プ

リ

ス
さ

を
撤
廃
し
た

こ
と
ρ

ー

例
え
ば

リ

ス
ト
A
と

し

て
憲
法
等

で
禁
止

さ
れ

て
い
る
分
野

(小
売
業
、
土
地
所
有
、
公
共
事
業
等
)
の
規
制
撤
廃
・
リ

ス
占

と
し

て
国
防
颪

俗
産
業

等

の
規
制
緩
和
、

リ

ス
ト
c
と
し

て
輸
入
業
、
卸
売
業
、
旅
行
代
理
店
業
、
旅
館
業
、
保
険
仲
介
業
等

の
規
制
緩
和
を
し
た
・
国

内
向
け
事
業

の
最
低
払
込
資
本
金
、
五
〇
万

ド
ル
か
ら
二
〇
万
ド

ル
に
引
き
下
げ
る
と

い
う
も

の
で
あ
る
・

サ」
.つ
し

て
相
次
ぐ
外
葺

入

の
た
あ

の
規
制
を
緩
和
し
た

こ
と
と
国
内

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
規
製

撤
廃
し
た
▼」
と
に
よ

っ

て
商
活
動
、
生
産
活
動
、
投
資
活
動
な
ど
が
活
性
化

す
る
と
同
時

に
、
新
し

い
所
得
格
差
・
商
犯
罪
な
ど
に
直
面
し

て
い
る
・
例

え
ば
、
土
地
騰
費
、
株
価
高
騰
、
自
動
車
公
望
口
の
激
増
、
さ
ま
ざ
ま
な
詐
欺
行
為
、
風
俗
産
業

の
規
制
緩
和

に
よ
る
性
犯
罪

の
激

増
、
暴
力
団

の
横
行
な
ど
経
済
成
長

の
陰

の
部
分
が
増
大
し

て
い
る

こ
と
も
事
実

で
あ
る
・

一
九
九
六
年

9

フ
モ
ス
政
権

の
政
策
爆

は
、
他

の
ア
セ
ア
藷

国

に
肩
を
並

べ
て
成
長
率
を
七
%
ム
。
に
達
成
す

る

こ
と

に

あ

.
た
。

}、
の
た
め
税
制
政
策
、
行
政
改
革
を
実
行
す

る
と

い
う
。

そ
の
他
縫

の
安
定
供
給

の
擬

・
社
会
改
革
と
貧
困

の
解
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第6表 アジア各国の経済(GDP)成 長率(単 位=%)
一 一一_._.,「一噛

90年 91年 92年

し

95年
ト

基準
年

'1

年

i

93年 94年 96年 97年

一一
s.7 一6

、4

7.5

一

一

NIES4力 国 N.A. 9.8 7.3 7.9 5.9 6.4 7.5 7.6

一

シ ンガ ポ ー ル 85年 6.5 8.8 6.7 6.3 10.1 10.E 8.9 8.0

函 国 90年 10.4 3.9 9.3 14.2 13.5 11.8 10.2
8.0 9.〇

一

イ ン ドネ シア 93年 s.o 9.0 8.9 7.2 7.3 7.5 7.s 7.8 7.7

　

マ レ ー シ ア 78年 5.2 9.7 8.6 7.8 8.3 9.2 9.3 8.5 8.0

一

タ イ 88年 7.9 11.2 8.5 8.1 8.3 8.7 8.6 8.3 8.0

國

ベ ト ナ ム 89年 7.1 2.3 s.o 8.6 8.1 8.8 9.5 9.8 9.9

一

フ ィ リ ピ ン 85年 1.0 3.0
一 〇
.6 0.3 2 4.44.8 5.5 5.7

L
　

(注)96～97年 は予測値

(出所)ADB・ASIANDEVEL・PMENT・UTLOOK,96&97"

消

に
全
力

を

投

入
す

る
。
さ

ら

に
対

外

政

策

と
し

て
、
A

P

E
C
、
A
F

T
A
、

E
A

G

A
・

A
S

E

M
な

ど

に
対

す

る
協

力

関
係

を
強

化

す

る

こ
と
を

提
唱

し

た
。こ

れ

ら

の
当
面

す

る
重

要

政
策

を
実

行

し
、

長

期

的
課
題

と

し

て
人

口
問

題

の
解
消

と
農

地

改

革
、

例

え
ば

、

協
同

組

合

の
促
進

、

灌

概
施

設

の
構

築

な
ど

に
よ

る
農
業

生

産

の
向
上

、

受

益
農

民

は

フ
ィ
リ
ピ

ン
人

・

の
四
〇

%
を

目
標

に
し

て

い
る
。

短

期
的

課
題

と
公

平

な
税

制
度

の
実
施

、

あ

と

で
述

べ

る
が
A

P
E

C

の
た

め

の

マ
ニ
ラ
行

動
計

画

す

な

わ
ち

M
A

P

A

96

(ζ
餌
コ
一一餌
〉
。
鉱
。
ロ

狸
き

哺自

〉
勺
国
Q
霧
)
の
具
体

化
、
小

売

業

へ
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、
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.第7表 フ ィリ ピンの主要経済 指標

1992年 1993年 1994年 1995年
11896年 「

名 目GNP

(億 ドル) 543 5so X56 767 N.A.

1人 あ た りGNP

(ド ル)
826 832 955 1,091 N.A.

実質GNP成 長 率
(%) 1.4 2.6 5.3 5.7 7.1

(1-6月)

実質GDP成 長 率
C%) 0.3 2.1 4.4 4.8

舳

5.1

(1-6月)

イ ン フ レ 率

C%)
8.9 7.6 9.0 S.1 10.7

(1-7月)

失 業 率
(%) 9.8 9.3 9.5 9.5 10.9

(4月)

貿 易 収 支
(億 ドル)

}

一一一47 一62 一78 一90

一

一60

(1-6月)

う ち 輸 出 98 114 134 174 96

(1-6月)

う ち 輸 入 145 176 212 263 15fi

(1-6月)

貿 易 外 収 支
(億 ドル)

..

22.3 ・ ・
33.8

(1-5月)

経 常 収 支
(億 ドル)

一10
.0 一32

.9 一30
.0 一19

.0

一13
.fi

(1-5月)

総 合 収 支
(億 ドル) 4.5 一一5

.0 i.6 6.5 19.6

(1-5月)

直 投BOI

(億 ドル)
う ち 日 本

73

18

i44

30

627

28

481

2fi

121

(1-6月)

7

PEZA

う ち 日 本
23.7
11.0

26.9
13.0

95.9

52.2
449.9
310.2

㎞

123.8
ri

外 貨 準 備 高
(億 ドル) 52.2 58.0 69.9 76.5 102.5

(6月 末)

対 ドル為 替 レー ト 25.fi 27.0 2fi.5 25.7 2fi.2

(1-6月)

対 外 債 務 残 高
(億 ドル) 30s 343 377 391 N.A.

(出 所)JETRO,Manila,JETROMONITOR
,Vol.xv,N(L7Julyl996 .…
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第8表94--95年 の フ ィ リピンの輸 出入 動 向

〈95年 の フ ィ リピ ンの輸 出入動 向〉

(単位:100万 ドル,輸 出入 ともにFOB価 格)

i輸 出
シ ェ ア 輸入 シ ェア

..

北 米 6,365 36.6% 5,142 19.5% 1,223

米 国 6,132 35.3% 4,853 18.4% 1,279

一

欧 州 3,122 18.0% 3,502 13.3% 一380

ア ジ ア 7,184 41.4% 13,924 52.9% ‐s
,740

一

日 本 2,733 15.7% 5,955 22.6% 一3
,222

一

NIES 2,827 16.3% 5,saa 21.3% 一2
,782

ASEAN 2,236 12.9% 3,093 11.7% 一857

オ セ ア ニ ア 178 1.0% 967 3.7°/a
一789

中 東 225 1.3% 2,253 8.6% 一2
,028

そ の 他 29fi 1.7% 545 2.1%
一一249

総 額 17,370 100.0% 26,333 100.0% 一8
,963

〈94年 の フ ィ リピンの輸 出入動 向〉

(単位 二100万 ドル,輸 出入 ともFOB価 格)

輸出
4

シ ェ ア 輸入 シ ェ ア

IBOT

一

北 米 5,379 39.9% 4,100 19.2% 1,279

米 国 5,143 38.1% 3,941 18.5% 1,202

欧 州 2,428 18.0% 2,797 13.1%
一369

ア ジ ア 5,057 37.5% 11,586 54.3% 一一6
,529

F

日 本 2,024 15.0% 5,188 24.3% 一3
,164

NIES 2,105 15.6% 4,887 22.9% 一2
,782

ASEAN 1,369 10.2% 2,471 11.6% 一1×02

一

オ セ ア ニ ア 172 1.3% 800 3.8% ・.

中 東 238 1.8% 1,570 7.4% 一1
,332

そ の 他 209 1.6% 4so 2.3% 一271

総 額 13,483 loo.o/ 21,333 100.0%
一一7
,850

(注)ASEANは シ ンガ ポ ー ル,イ ン ドネ シア,マ レー シ ア・ タ イ・ ブル ネ イ5力 国 の 顯

(出 所)JETROMONITER,July1996.
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第9表95年 の対 世界輸 出入上 位10品 目

(単 位:千 ドル,輸 出入 と もFOB価 格)

輸出 輸入

順位 品 目,金 額(シ ェア)
品 目,金 額(シ ェァ)

1位

　

半 導 体 デ バ イ ス

2,674,004(15.33%)

石 油及 び歴 青 油(原 油 に 限 る)

1,931,494(7 .28%)

2位 電 気 機 器 ・部 品

1,511,064{8 .66%)

半 導 体 デ バ イ ス用 ダイ ス

1,818,089(6 .85%}

3位 集積回 路及 び超小形 組立

759,051(4.35%)

電 気 機 器 用 部 品

1,359,225(5.12%)

4位 や し油

690,fi25(3.96%)

集積 回路及 び超小形 組立 用部 品

724,fi40(2.73%)

5位 男 性用 衣類

444,364(2.55%)

一 時的 に輸 入 され た もの(再 輸 出)

512,402(1.93%)

6位 ワ イ ヤ ー一ハ ー ネ ス

442,042(2 .53%}

一

乗 用 車 用 部 品

415,708(1.57%)

7位 女 性 用 衣 類

435,954(2.50%)

半導 体 デバ イ ス用部品

389,024(1.47%}

8位 子 供 用 衣 類

385,921(2.21%)

銅 精 鋼

379,275(1.43%)

9位 モ ノ リシ ック デ ィ ジ タル 集 積 回 路

381,082(2.18%)

小 麦 及 び メ ス リ ン

341,222(1.29%)

10位 陰極銅 及 びそ の切 断片

340,560(1.95%)

衣 類 の生 地

303,095(1 .14%)

総額 17,447,18fi(iooO%)1 26,537,626(100 .Oa)

(出 所)BureauofExportTrabePromotion
,1995.嗣
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第10表94年 の対世 界輸 出入上 位10品 目

(単 位 二千 ドル,輸 出入 と もFOB価 格)

輸出

一一
輸入

一

順位 品 目,金 額(シ ェア)
品 目,金 額(シ ェア) 一

一

1位 半 導 体 デ バ イ ス

1,624,988012.10%)

半 導 体 デ バ イ ス用 ダ イ ス

1,488,396(7.01%)
一

一

2位 電 気 機 器 ・部 品

810,857(6.04%)

石 油及 び歴青油(原 油 に限 る)

1,307,821(6.16%)

一

3位 集 積回路 及 び超 小形組 立

798,614(5.95%)

電 気機 器用部 品

723,240{3.41%)

4位 女 性 用 衣 類

436,928(3.25%)

集 積回 路及 び超 小形組 立用部 品

680,320(3.20%)

一

5位 ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス

425,550(3.17%)

照 明 船,消 防 船,し ゅん せ っ 船 等

600,145(2.83%)

6位 子 供 用 衣 類

397,387(2.96%)

一 時 的 に輸 入 された もの(再 輸 出)

424,263(2.00%)

7位 男 性 用 衣 類

393,751(2.93%)

蒸 気 タ ー ビ ンの部 分 品

341,559(]..61%)
一

一

8位 や し油

389,075(2.90%)

半 導 体 デ バ イ ス用 部 品

323,953(1.53%}

一

9位 そ の他 の 製 造 品

276,243(2.06%)

小 麦 及 び メ ス リン

315,543(1.49%)

一

10位 陰極銅 及 びその切断 片

269,706(2.01%)

乗 用 車 用 部 品

346,974(1.45%)

一

総額 13,482,896{100.0%)
21,332,568(100.0%)

一

一

(出 所)BureauofExportTrabePromotion,1995,
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。
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第11表 1992年 フ ィリピン企業 売上高 トップ30社

(単 位 百万 ペ ソ)

位 会 社 名 売 上 高 税引後利益 ワ ン ポ イ ン ト ・ コ メ ン ト

政 府 系 フ ィ リピ ン ・ナ シ ョナル ・

オ イル社 の傘 下 企業。70年 代 前

1 PetronCorp.
4a,7i3 1,471.6

半にエ クソンの精製 プラ ン トと販

売網を継承。

政府系 の電力会社で,フ ィ リピン

2 NationalPowerCorp.
40,255 4,249.4 の電力事業全般を所有 ・経営す

る 。

マルコス政権期に国家電力公社に

接収された配電会社。現在はロペ

3 ManilaElectricCo. 32,008 1,863.4
ス ファ ミリーの手に復帰,発 電所

の増設 を進 める。

英国 の国際石油 メジャー,シ ェル

4 PilipinasSheilPetroleumCorp.
29,220 456.7

社の石油精製販売子会社。

一
ソ リアノグループの中核会社。国

内 シ ェ ア95%を 占 め る 『サ ン ミ

5 SanMiguelCorp. 2$,276 3,595.3
ゲ ル ピー一ル』 で 有 名 な フ ィ リ ピン

最大 の総合食 品 メーカー。

一
米国カルチックス社の現地法人で

6 Caltex(Philippines),Inc. 25,369 928.4
石油精製販売会社。

92年 に民営化 し,大 手実業家が
一

共 同 所有 す る ナ シ ョナル ・フ フ ッ

7 PhilippineAirlines,Inc.
24,206 1,113.5 グ ・キ ャ リア。筆 頭株 主 の ル シ

オ ・タン氏 による株式売却問題で

内紛中。

ア キ ノ元大 統 領 の 従 兄 弟,ラ モ

ン ・コ フ ァ ン コの傘 下 企 業。 国 内

S
PhilippineLongDistance

TelephoneCo.

.1・ ・. 4,977.9
シ ェ ア94%を 握 る フ ィ リ ピ ン最

大の電信電話会社。

ソリァノグルー プの傘下企業。国

9
Coca-ColaBottlersPhilippines, 13,899 1,765.5 内 の ソフ ト ドリ ンク市 場 で は シ ェ

Inc. ア70%と 圧倒的な強 さを誇 る。

スイ ス,ネ ッスル社 の現地法人 と

is NestlePhilippines,Inc.
13,322 1,645.1 して設立,ソ リアノグループ傘下

企業。
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位 会 社 名 売 一r.高 税引前利益 ワ ン ポ イ ン ト ・ コ メ ン ト
!

11 PhilippineNationalBank 11,173 2,304.Q

一
1916年 に国立の商業銀行 と して

設立 された政府系銀行で国内最大

の商業銀行。

12 NationalSteelCorp . 9,891 417.1

ハ シ ン トおよびエ リサルデフ
ァミ

リーの製鉄所 を政府が買収 した も

の。民営化 対象企業のひ とっ
。

13 MercuryDrugCorp . 9,392 184.1

『

華人実業家 マ リアノ ・ケーによ っ

て設立 され た医薬品 チェー ン。

14
TexasInstruments

Philippines},Inc. 9,013 116.1
米国テキサ ス ・イ ンスッルメ ンッ

社 の現地法人。

15 ShoeMart,Inc . 7,943 427.4

ヘ ン リー ・シー グル ー プ の中 核 会

社 。 ル ス タ ン と並 ぶ フ ィ リ ピン最

大 の デ1¥°一 ト ・チ ェ ー ン。

zs
Procter&GamblePhilippines

,
inc. 7,576 ・a・

米 国 プ ロク ター&ギ ャ ンブル社

の現地法人。洗剤,油 脂 な どの製

造販売。

17 ZuellingPharmaCorp . 7,275 54.9
フエ リグファ ミリー所有の医薬品

輸入 ・販売業者。

1$ BankofthePhilippineIslands 7,137 1,°25.2

一
アヤ ラグルー プの傘下企業。 フ ィ
リピン最大 の民間商業銀 行。

19
MetropolitanBankandTrust

Co. 6,972 1,231.2

華人 の新進 実業家 ジ ョー ジ ・S・

K・ テ ィの傘 下企業。 総資産順位

第2位 の大 手銀行。

20
PhilippineAutomotive

ManufacturingCorp .
6,258 .・rs

三菱自動車とEi商岩井の折半出資

による自動車組立会社。

21 GeneralMillingCorp . 6,147 21.2

一
ユーテ ンスグループの中核会社

。

小 麦製粉 に始 まり,肥 料,牛 乳 ,

菓子,イ ンス タン トラーメ ンなど

を製造す る総合食品会社 に成長。

22
PhilippineAmusement&

GamingCorp. 6,095 311.9
政 府 系 の レジ ャー 関連産 業 の管

理 ・運営会社。

23 UnitedLaboratories,Inc . 5,985 712.3

マルコスの取巻きであった華人実

業家カンボス兄弟所有の医薬品製

造 ・販売会社。

24 ToyotaMotorPhilippineCorp . 5,817 166.7

一

ジ ョー ジ ・S・K・ テ ィ ・グル_

プ と組 ん で,88年 再 進 出 を 果 た

した トヨ タ自動 車 の組 立 会 社 。

一
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一

}

位 会 社 名 売 上 高 税引前利益 ワ ン ポ イ ン ト ・ コ メ ン ト

25 FarEastBankandTrustCo.
5,804 1,177.9

華人系 ゴコンウェイグル ープが所

有す る銀行。堅実経営 に定評が あ

る。

26 PhilppineRefiningCo.,Inc.
5,726 33a.s

オ ラ ン ダ資 本100%の 洗 剤 ・油 脂

メ ー カ ー。

DevelopmentBankofthe

Philippines

5,718 1,528.2
国内の産業振興のために設立 され

た政府系の開発銀行。

28 RFMCorp.
5,41fi 302.5

コンセプ シオ ングルー プの中核会

社 。国 内 第3位 の総 合 食 品 メ ー

カーで,製 粉 と缶詰 が強 い。

29
PhilippineCommercialInterna-

tionalBank

5,3a9 1,239.7

ゴコンウェイ とロペ スフ ァミリー

が共同所有 す る大手銀行。

03

[

NationalFoodAuthority

l

5,245 X3,093.7
食品加工産業振興のために設立さ

れた政府系企業。

一

〔出所 〕AsianBusiness,1994年4月 号 よ り作成 。

輸
出
品

の
上
位
品
目
を
み
る
と

(第
9
表

.
第
-o
表
)
半
導
体

デ
バ

イ
ス
・

電
機
機
器

・
部
品
、

集
積
回
路
及
び
超
小
形
組
立
、

や
し

油

・
男
性
用
衣
類

の
順

で
あ
る

の
に
対

し

て
輸
入
品

の
上
位

品
目

は
・
石
油
及
び
歴
青
油

(原
油
に
限
る
)
、
半
導
体
デ

ィ
バ
イ
ス
用
ダ

イ

ス
、
電
気
機
器
用
部
品
、
集
積
回
路
及
び
超
小
形
組
立
部
品
、
等

で
あ
る
。
先
端
技
術

工
業

の
製
品

の
主
導
的
輸
出
傾
向

に
対
し

て
、

原
材
料
、
部
品

の
主
導
的
輸
入
品
と

い
う
加

工
業
形
態

の
貿
易
構
造

の
典
型
的
姿
勢

を
表

わ
し

て
い
る
と

い

っ
て
も
よ

い
の
で
は
な

い

で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ

で
次

に
国
内
市
場
経
済

の
み
な
ら
ず
貿
易
を
通
じ

て
、
九

二
年

の

フ
ィ
リ
ピ

ン
企
業
売
上
高

ト

ッ
プ
三
〇
社

の
特
徴

を
検
討

し
て
み
よ
う
。

①

92
年

フ

ィ
リ
ピ

ン
企
業

売

上
高

ト

ッ
プ

三
〇

社

の
特

徴

くフ
ィ
リ

ピ

ン
企

業

の
売

上

高

ト

ッ
プ

三

〇
社

の
特

徴

を

み

て
み

る
と
、
第

一
に
、
発
展

途
上

国
独

特

な
性

格

を
も

っ
て

い
る
。

そ
れ

は
政
府

系
企
業

が
上

位

を
占

あ

て
い
る
点

に
あ

る
。
売
上

高
第

一
位

ペ
ト

ロ
ン
社

は

四
〇

七
億

一
、
三
〇
〇

万

ペ

ソ
で
、
政

府
系

フ

ィ
リ
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蟄

講
羅
難

蕪
羅
～継

は蕪

縫

誘
蕪

鰺
鰹
葬

蝦
餐
繕

・藁

糎
鰭

フ
ィ
リ
ピ

ン
は
、
米

国

カ

ル

一ア
ッ
ク

ス
の
現
地
法

入

で
石

油
精

製

販
売

会
社

で
あ

り
・

売
上

高

は
約

一五

三
億

ペ

ソ
で
あ

る
.

そ

の
他
篁

。
位

の
ネ

ッ
ス
ル
社

、
篁

四
位

の

}ア
キ

サ

ス

・
イ

ン
ス

ツ
ル
メ

ン

ツ
社

の
現
地

法
人

な

ど
を

み
る

こ
と

が

で
き

る
.

騰
癬

響
辮

難
、

撫
灘
剛騰

叢
附漢

轄

嶺
臨鵜雇報
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タ
自
動
車

の
組
立
会
社

で
蔓

と
い
わ
れ
て
い
る
・
篁

六
位

は
米
国
プ

・
ク
タ
き

ギ

ャ
ン
ブ

ル
社

の
現
地
法
人

で
あ
り
、
第

難

醗

織
灘帥翼

輪鮮

羅

幽熱

S

E
A

N

と

の
協
力

関
係

も

強
化

さ
れ

る

で
あ

ろ
う
。

5

E
U
と
A
S
E
A
N
と
の
経
済
関
係
協
力

の
定
着
化

田

U
と
A
S
E
A
N
の
諸
関
係

は
政
治
的
対
話
・
経
済
協
力

の
推
進
、
強
化
と

い
・つ
路
線
上

で
、
民
間

の
経
済
活
動
と
く

に
貿

攣

繰

縣

難

黙
解娘
場蘇

照
盤

鍵
脚雛

芳

E
U

の
A
S
E
A
N
か
ら

の
輸
入
を
み
る
と
、
八
・
年
約
六
九
億

ド

ル
、
九
。
年

=
ハ
七
億

ド
ル
、
九
四
年
二
九
九
億

ド
ル

欝
麟
締
撚
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み
分

け
を
展

開

し
、

新

し

い
両
者

の
国
際

分

業

関
係

を
作

り
出

し

て
い
る

と

い

っ
て
よ

い

で
あ

ろ
う
。

な

お
、

E

U

の
東

ア
ジ

ア

へ
の
直
接

投

資

が

一
方
的

に

の
み
展

開

さ
れ

て

い
る

の

で
は
な

い
。

ア
ジ

ア
の
対
欧

投

資

も
活

発
化

し

て
い

る
。
例

え
ば
、

国
連

貿

易
開
発

会

議

は
、
九

七
年

二
月

二
七

日
、

「
ア
ジ

ア
の
発
展

途
上

国

・
地

域

か

ら
欧

州
連

合

(E
U
)
各

国

へ
の
直

接
投

資

が
増

大

し

て
い
る
」
と

い
う

レ
ポ

ー
ト
を

発
表

し

た

(d
Z
O
↓
〉
,

幻
8
。
巳

。
と

く

に
目
立

っ
た
直
接

投

資

は
、
香

港
、
韓

国

、
台
湾

の

企

業

に
よ

る

イ
ギ

リ

ス
と

ド
イ

ッ

へ
の
直

接

投
資

で
あ

る
。

E

U
全
体

に
対

す

る
東

ア
ジ

ア
の
企
業

の
投

資

は
全

体

の
五

%

で
あ

る
。

一
九

八

九
ー

九

↓
年

に
年

平

均

一
億

ド

ル

で
あ

っ
た

ア
ジ

ア
途
上

国

・
地

域

か

ら

の
直

接
投

資

は
九

ニ
ー

九

四
年

に
は
八
億

六
、

○

○

○

万

ド

ル

に
増

加
し

た
。

産

業
別

に
み
る
と

、

エ
レ
ク

ト

ロ
ニ
ク

ス
産
業

に
集

中

す

る

一
方
、

サ

ー
ビ

ス
産
業

で
は
・

商

業

、
金

融

、

海
運

、

ホ

テ

ル

.
通

信

な
ど

広

い
範

囲

に
わ
た

っ
て
い
る
。

投
資

先
割

合

を

み

る
と
、

英
国

四
〇

%
、

ド

イ

ッ
三

〇

%

、
オ

ラ

ン
ダ

ニ
○

%

で
、
E

U

の
市

場

規
模

は
技

術

が
基
本

誘

因

と
な

っ
て

い
る
。
な
お

こ

の

レ
ポ

ー
ト
は
、
今

後
、
韓

国
、

台
湾

の
大
手

製

造
業

、

シ

ン
ガ

ポ

ー

ル
、

香
港

の
特

殊

製
造

業

、

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
の
部
品

、

資
源

加

工
業

、
中

国
、

イ

ン
ド

の
労

働

.
知
識

集

約
産

業

な

ど

が
投
資

拡

大

を

予
想

し

て
い
る

(∪
ぎ

。
一一く
①

ぎ
<
①
ω§

①艮

h。
同
国
d

9

》
ω
一♪

d
Z
O
目
>
P

即
Φ
℃
。
昌

一㊤窯
)。

こ

の
点

で
、
東

ア
ジ

ア
企

業

の
高

成
長

は
A

S
E

M
会

議

で
も
指
摘

さ

れ
た

よ
う

に
資
本

相

互
投

資

が
活
発

化

し
、

ア
ジ

ア
の
企
業

は
東

欧

へ
の
投

資
も

活

発

化

さ
せ

よ
う

と

し

て
い
る
。

し

た
が

っ
て
今

後
投

資
援

助

の
た

め

の
海

外

で
の
資

金

調
達

、

各
国

政
府

と
企
業

の
共

同

で

の
投
資

支

援
機

関

の
設

立

が
考

え
ら

れ

て
い
る

よ

う

で
あ

る
。

こ
う

し
た
関

係

は
、

す

で
に
日
本

と

A

S
E

A

N
と

の
貿

易
関

係

に
お

い

て
も
展

開

さ
れ

て
い
る
。

以
上

フ

ィ
リ
ピ

ン
経

済

を

み

て
い
く
中

で
、

ラ

モ

ス
大

統
領

が
対
外

関

係

を
強

化
す

る
政
策

と

し

て
打

ち
出

し

た

96
A

P
E

C

フ
ィ
リ
ピ

ン
会

議

の

「
ス
ー
ビ

ッ
ク
宣

言

」

の
問
題

点

を
摘

出

し

て
、

今

回

の
A
S

E
M
戦

略

の
現

地

調
査

研
究

の
ま
と

め

と
し

て
お
き

た

い
。
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五

㎜
A
P
E
C

フ
ィ
リ
ピ

ン
会
議

の
問
題
点
と
今
後
の
課
題

マ
ニ
ラ
の
ホ
テ
ル
の
部
屋

で
、
現
地

の
資
料
を
も
と

に
仕
事

に
集
中
し

て
い
る
と
、

よ
く
係
り
の
ボ
ー
イ
が

「
A
P
E
C

で
す

か
・
成
功
を
祈

る
」
と
い
う
。
彼

は
わ
た
く
し
を
A
P
E
C

の
仕
事

の
準
備

で
滞
在
し

て
い
る
と
感
じ
と

っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
だ

け
彼

は
わ
た
く
し
に
気
を
使

っ
て
く
れ
た
。
部
屋

で
も
思
う
よ
う
に
仕
事

が
で
き
た
。

と

こ
ろ
で
九
六
年
十

一
月
開
か
れ
た
A
P
E
C

マ
ニ
ラ
行
動
計
画

は
、
参
加
国

の
首
脳
が

ス
ー
ビ

ッ
ク
に
集

ま
り
、
持
続
的
経

済
成
長
、
雇
用
機
会

の
拡
大
、
地
域
経
済

の
安
定

に

つ
な
が
る
取
り
組

み
を
強
化
す

る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

さ
ら
に
従
来

の
A

P
E
C

の
首
脳
会
議
と
違

っ
た
点

は
、
東

ア
ジ

ア
各
地
か
ら
集

ま

っ
た
市
民
と
地
域
住
民

に
よ
る

「
わ
れ
わ
れ

の
A
P
E
C
を
」

と

い
う
反
対
運
動

が
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
、
各
国

の
個
別
ま
た
は
共
同

の
努
力

の
最
終
目
的
が
、
持
続
的
可
能
な
形

で
す

べ
て

の
市
民

の
生
活
を
豊

か
に
し
、
生
活
水
準
を
高
あ
る

こ
と

に
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
た
点

に
あ
る
。

こ
の
点

は
、
大
き
な
前
進

で

あ

る
。

九
六
年

A
P
E
C

フ
ィ
リ
ピ

ン
会
議

の
原
点

は
、
九

四
年
十

一
月

に
開
か
れ
た
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
の
ボ
ゴ

ー
ル
で
の
首

脳
会
議

で
、
域
内

の
貿
易

・
投
資

の
自
由
化
を
、
先
進
国
地
域

は
二
〇

一
〇
年
、
発
展
途
上
国

.
地
域

は
二
〇

二
〇
年

ま

で
に
達
成
す

る

と
い
う
目
標
年
次
を
示

し
た
点

に
あ
る
。

そ
の
際
、
目
立

っ
た
取
り
決

め
は
、

ウ
ル
グ

ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド

(多
角
的
貿
易
交
渉
)
の
合

意
内
容

の
実
施
を
早
め

る
こ
と
、
自
由
化

に
反
対
す
る
保
護
主
義
的
ブ

ロ
ッ
ク
形
成

に
反
対
す
る

こ
と
な
ど

で
あ

っ
た
。
九
五
年

大
阪
会
議

で
合
意
し
た
貿
易

・
投
資

の
自
由
化
を
達
成
す
る
た
め

の
行
動
計
画

の
枠
組

み
作
り
を
継
承
す
る
こ
と
や
、
貿
易

.
投

資

の
自
由
化
、
円
滑
化

の

一
般
原
則
や
個
別
分
野

で
の
行
動
目
標
、
経
済

・
技
術
協
力

に
お
け
る
政
策
理
念

や
人
材
育
成
、
中
小
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企
業
な
ど
十
三

の
重
点
分
野
を
定

め
た
点
を
注
目
し
た
い
。

}」
.つ
し

た
経

過

に
立

っ
て
、

;

フ
行

動
計

.画

(M
A
P
A
)
を
採
択

し
実

践

に
入

ろ
う

と

い
・つ
も

の
で
あ

る
・

こ

の
M
A

P
A

は
、
篁

に
各
参
加
国

.
地
域
か
、b
提
出
さ
れ
た
個
別
行
動
計
画
、
第

二
に
A
P
E
C

の
会
議

で
合
意

さ
れ
た
辻
ハ同
行
動
計
画
・

第

三
に
経
済
技
術
協
力

の
共
同
行
動

の
三
分
野
か
ら
構
成

さ
れ

て
い
る
。

そ
}」
で

「
共
通
す
る
誘

」
を
取
り
上
げ

て
み
る
。
篁

に
開

か
れ
た
市
場
を
ど

の
よ
う

に
定
着
す
る
か
で
あ
る
・
関
税
と
非

関
税
措
置
を
ど

の
よ
.つ
に
具
体
化
す
る
か
。
参
加
国

の
経
済
護

の
諸
条
件
も
異
な
る
中

で
・
ど

の
よ
庸つ
に
関
税
を
大
幅

に
引
き

下
げ

て
、
全
体
と
し

て
の
均
衡
を
図

.
て
い
ふ

が
今
後

の
軽

で
あ
る
。
各
国

の
経
済
成
長

の
蒙

件

を
尊
重
し

つ
つ
・
各
国

の
個
別
益

と
共
通
益
を
ど

の
よ
・つ
に
図

.
て
い
-
か
は
不
透
明

で
あ
り
、

こ
ん
ご
、
非
関
税
謹

の
削
減

.
撤
廃
を
・
個

別
益

と

共
通
益
を

ふ
ま
え

て
ど

の
よ
・つ
に
盛
り
込
む
か

で
あ
る
。
貿
易
制
度

の
誇

性
を
覆

す
る
た
あ

に
・
関
税

デ
i
夕
べ
ー
ス
・
非

関
税
障
壁

リ

ス
ト
、
優
先
分
野

リ

ス
ク
を
作
成
す
る
。

こ
の
点

の
具
体
的
調
肇

ど
う
図
り
実
行
す
る
か

で
あ

る
・

第

二
に
よ
り
開
か
れ
た
サ
ー
ビ

ス
市
場

の
畠

化

を
促
進
す

る
点

に
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
す

で
に
A
P
E
C
参
加
国
は
W

T
。

で
サ
「
ビ

ス
分
野

の
交
渉

に
穗

的

に
参
加
し

て
お
り
、
金
融
、
電
気
通
信
、
保
険
・
旅
行
な
ど
幅
広

い
†

ビ

ス
部
門
に

と

の
よ
.つ
に
取

り
組
む
か

で
あ

る
。
専
門
職
、

ビ
ジ
ネ

ス
関
係
者

の
移
動

の
自
由
化
を
図
る
こ
と
・
例

え
ば
ビ
ザ
の
緩
和
謹

な

ど
、

ビ
ジ
、不
ス
ト
暫フ
ベ
ル
や

ド

の
実
現
、
国
際
規
格

の
整
合
化
を
図

っ
て
い
く
こ
と
輩

急

の
課
題
と
な

る
で
あ

ろ
う
・

第

三

に
ビ
ジ

ネ

ス

コ
ス
ト
を

で
き

る
だ

け
削

減
す

る
点

に
あ

る
。

例

示
的

に
あ
げ

ら
れ

た

の
は
・
①

関

税
手

続

き

の
簡
素

化
・

電
算
化
、
透
明
性

の
覆

で
あ

り
、
②
基
準

.
適
合
性

の
分
野

で
は
、
相
互
承
認
を
取
り
決

め
・
国
際
規
格
を
馨

化
す

る
と
い

,つ
。
③
知

的

所

有
権

は
、
T

R

-

P
S

(w
T
。
の
知
的
財
産
権
協
定
)
を
実

施

す

る
。
④

規
制

緩

和

・
競

争
政

策

で
は
情

報

交

換
を

促
進
す
る
、
な
ど
で
あ
る
.
と
り
わ
け
二
士

世
紀
に
お
け
る
纂

技
術
の
轟

性
を
藏

し
三

・
。
。
年
ま
で
に
関
税
実
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幅

に
撤
廃
す
る
情
報
技
術
協
定
を
W
T
・
閣
僚
会
議
ま

で
に
ま
と
め

る
と

い
・つ
。

▼し
の
占
璽

歩
前
進

で
あ
る
。

第

四
に
経
済

.
技
術
協

力

の
強
化

で
あ
る
.
開
発
を
持
続
可
能
な
発
展
と
し
て
位
置
。つ
け
、
人
間
環
境
を
優
先
す
る

ヲ、
と
、
人

材
養
成
・
安
定
・
効
率
的

な
資
本
市
場

の
蔑

、
経
済
イ

ン
フ
ラ
の
強
化
、
将
来

の
技
術

の
活
用
、
中
小
企
業

の
育
成
を
優
先
事

項

と
し
た
点

も
評
価
し
た

い
が
・
基
本
課
題

は
、
環
境
保
全
と
開
発
を
ど

の
よ
・つ
に
両
立
し
、
経
済
成
長
を
図
る
か
の
具
体
的
行

動
計
画
を
示
す

べ
き

で
あ

っ
た
。

経
済
協
力
指
針

は
・
す

べ
て
の
A
P
E
C

メ

ン
バ
ふ

-貝
献
す

る
と

い
う
真

の
パ
ー

ナ
ー
シ

ッ
プ
に
基

つ
き
実
施
さ
れ
る
.

経
済
協
力
指
針

に
は
・
民
盟

門
と
協
力
し
、
各
国

地

域

の
参
加
を
促
す
よ
・つ
指
示
す
る
。
「
女
性
と
薯

が
完
全

に
参
加

で
き

る
よ
う
な
特
別
な
配
慮

を
要
請
す
る
」
と

い

っ
た
点
を
評
価
し
た

い
.
唄
こ
の
課
題

に
取
り
組
む
た
め
、
持
続
可
能
な
海
洋
環
境
、

ク

ー

ン
テ
ク

ノ

。
ジ

ー
・

ク
リ

ー

ン
プ

・
ダ

ク

シ

ョ
ン
な

ど

の
作
業

計

画

を
実
施

す

る
た

め
、

民

間
部

門

と

調
整

し

て
具

体
策

を
定

め

る

よ
う

閣
健

指

示
す

る
」
と
あ

る

の
は
注
目

し
た

い
.

こ

の
場
A
ロ
を

み

て
も
、
蕎

の
努
力

の
最
終

目

的

が
、
「
喪

の

生
活
を
豊
か

に
し
・
生
活
水
準
を
高
あ
る

こ
と
」

に
あ
る
点
を
認
識
し
、
安
定
し

た
資
金

フ
ロ
ー
と
為
替

レ
ー
ト
を
維
持
す
る
健

全
な

マ
ク

。
経
済
政
策
・
各
国

・
壊

の
金
融
、
資
本
市
場

の
発
展

の
加
速
、

イ

ン
フ
一フ
開
発

へ
の
民
間
部
門

の
参
加

の
促
進

の

裏

性
を
再
確
認
し
た
点

も
評
価

で
き
る
.
だ
が
イ

ン
フ
ラ
充
実

の
た
め

に
公

.
私
両
部
門

の
協
力

の
基
本

に
は
市
民
参
加

の
問

慧

識
を
も

つ
べ
き

で
あ

ろ
う
・

そ
れ
だ
け

で
な
-
、
環
境
保
全
を
前
提

に
し
た
市
民
参
加
型
開
発

.
成
長
を
考
え
る
べ
き

で
あ

る
.

A

P

E

C

フ

ィ

リ

ピ

ン
会

議

で
真

剣

に
議

論

し

て
ほ

し

か

っ
た

の

は
、

92
年

の

リ

葱

日
ゴ言
口
(
人
間
と
環
境

に
関
す

る
出.
三
=団
)
に
基

づ

い
た
東

ア
ジ

ア
の
経
済
成
長
と
環
境

と
を
両
立

し
、
基
本
的

に
は
、
環
境
保
全
を
前
提

に
し
た
経
済
成
長
を
図

る
}、
と

で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
・

こ
の
点
も
行
動
計
画

に
具
体
的

に
入
れ

て
ほ
し
か

.
た
。
計
画

に
入
れ
な
い
と
す
れ
ば
次
回

に
は
明
確

に
示
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
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ζ

」
ろ
で
、
最
近

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
環
境

.
天
然
資
源
省
が

マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
隣
接
す
る

ラ
グ

ナ
湖
と
周
辺

の
河
川
に
排
水
を
流

す
工
場
な
ど
か
・り

療

境
利
用
料
L
(闘

環

境
税
L
)
を
と

る
制
度

を
新
設
し
た
。
こ
れ

は
排
水

の
量
と
質

に
応

じ
て
料
金
を
決
め

る
仕
組
み

で
、
環
境

に
与

え
る
影
響

に
応
じ

て
金
を
払
わ
せ
る

一
種

の
環
境
税

で
あ
ろ
う
。

ラ
グ
ナ
湖

の
周
辺

に
は
・
最
後

に
ふ

れ

て
お
く

が
日
本
企
業

な
ど

の
外
資
系
企
業
が
集
積
し

て
い
る
工
業
団
地

が
あ

り
、
約
八
〇
〇
社
が
排
水
を
流
し

て
い
る
と
い

う
。事

業
所

に
対
す

る
基
本
料
金
は
年
五
、
○
○
○

ペ
ソ
か
ら

一
五
、
○
○
○

ペ
ソ

(
一
ペ
ソ
約
四

・
五
円
)
で
、
B
O
D

(生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
)
な
ど
排
水

の
質

に
応
じ

て
追
加
料
金
を
取

る
。
同
省

は
環
境
利

用
料

の
徴
収

の
た
め
、
ま
ず
N
E
C

の
現
地
法
人

な
ど

】
○
社
を
登
録

さ
せ
た
。

こ
れ
を
順
次
広

げ
、
将
来

は
家
庭
を
対
象

に
す

る
と

い
う

(百

経
新
聞
」

一
九
九
七
年
二
月
八
日
)。

と

に
か
く

ラ
グ

ナ
湖

の
水
質

は
人

口
増
と
工
場

進
出

で
、
悪
化

し

て
い
る
と

い
わ
れ

て
い
る
。
だ
が
有
害
排
水

へ
の
罰
則
が
緩

く
浄
化
設
備

は
普
及
し

て
い
な

い
。

こ
ん
ご
、
政
府
が
本
腰
を
入
れ

て
大
気
、
水
質
な
ど

の
環
境
保
全
を
し

て
ほ
し
い
も

の
で
あ

る
。
環
境
税
を
環
境
保
全

.
創
造

の
目
的
税

に
し

て
創
設
し
、
全
体

と
し
て
の
国

の
環
境
基
準
を
明
示
し
・
地
域
も
そ
れ

に
従

っ

て
、

環
境
保
全
と
環
境
創
造

に
力
を
注
ぐ

べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
身
近
か
な
と

こ
ろ
か
ら
環
境
問
題
を
具
体
的

に
取
上
げ

て

ほ
し

い
も
の
で
あ

る
。

A
P
E
C
は
、
参
加
各
国
共
通

に
激
増
す

る
ク
ル

マ
に
よ
る
環
境
問
題

に
対
し

て
真
正
面
か
ら
取
組
む

べ
き

で
あ
る
。
ガ

ソ
リ

ン
、
軽
油

の
燃
焼

に
よ
る
炭
化
水
素
、
窒
素
酸
化
物

の
発
生
が
大
気
を
汚
染
し
、
呼
吸
器
系
統

の
公
害
病

を
お

こ
す
原
因
と

い
わ

れ

て
い
る
以
上
、
予
め
対
策
を
立

て
る

べ
き

で
あ

る
。

さ
ら

に
ガ

ソ
リ
ン
燃
焼

に
と
も
な
う
二
酸
化
炭
素

の
排
出
も
・
間
接
的

に

地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
り
、
生
態
系
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け

で
な
く
気
候
変
動

に
伴
・つ
災
害
を
発
生
さ
せ
る
・
し
た
が

っ
て
二
酸

化
炭
素
対
策
も
、
A
P
E
C

の
共
通
課
題
と
す

べ
き

で
あ

.
た
ろ
う
。
今
後
、
環
境
政
策
は
行
動
計
画

の
は
じ
め
に
か
か
げ
る

べ
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き
課

題

で
あ

ろ
う
・

そ
う

し
な

い
限

り
A

P

E
C

の
直
六
の
震

は
な

い
で
あ
ろ

・つ
.

な

お
、

マ

ラ

フ
か

り
帰
途

、

現
地

の
ク

ル

マ

の
専
門

家

か

ら
聞

い

た
話

だ

が
・

マ
ニ
ラ
か

・り
南

へ
車

で
約

蒔

間
、

一フ
グ

↓

州

サ

ン
タ

ロ
義

周

辺

に

「
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
剛ア

ト

。
イ

ト
」

と

い
わ

れ

て

い
る
地
域

が

あ

る
と

い
・つ
。

そ

こ
に

は
、

本

田
技

研
、

い
す

窟
な

ど

日
系

ク

ル

マ
メ
ー
カ

あ

進
出

、

四
月

に

ト

ヨ
タ
・

七

月

に
日
産

が
進
出

す

る
と

い
う
.

自

動
幕

場

も
年

率

二
・

%

を
上

回

る
伸

び

で
、

二
。

。

二
年

に
は
九

六

年

の
約

三
倍

・

四
+

万

台
生

産

に
拡

大

す

る

と

い
う
.

こ
れ

は
九

三
年

の
タ

イ

の
実

績

で
あ

る
.

呆

の
ク

ル

マ
メ
ー
カ

ー
だ

け

で
な
く
・
鵠

の
現

代
・
起

亜

・
大
宇

・

マ
レ
↓

ア
の
プ

甲

ン
左

産

に
乗

り
出

す

と

い
・つ
.

▼し
・つ
な

る

と
競
争

が
激

化

し
、

ク

ル

マ
公
害

も

激

増

し
・

供
給

過
剰

も

心

配

さ

れ

る

で
あ

ろ
う
と

い
う
。
改

あ

て

「
東

ア
ジ

ア
の
病
人

」

と

い
わ
れ

た

フ
ィ
リ
ピ

ン
が
健
康

な
人

に
な

っ
た

と
き
再

び

ク

ル

マ
公
害

に
会

う

と

い
う
。

環
境

を
保

全

し

つ
つ
成
長

を
図

り
、
貧

困

を
な

く
す

に
は
ど

う
し

た

ら

よ

い
か
が

改

あ

て
問

わ
れ

て

い
る
と
思

っ
た
。

わ
た
く
し
は
・

こ
う
考
え
る
・

マ
言

行
動
計
画
を
今
後
具
体
的

に
実
践
す
る
た
詮

、
計
画
を
促
進
す
る
民
主
的
霧

体
制

と
計
画

を

三

ー
ド

バ

ッ
ク
す

る
中

立

的

、
独

立

機
関

を

も

っ
た
計

画

ア
セ

ス
メ

ζ

を

必
要

と
す

る

で
あ

ろ

,つ
.

}」
を

」
各
国

は
E

C

の
初

期

段
階

の
よ
う

な
共

同

益

の
た
め

の
丘
ハ通

政
策

毒

先

し

て
ほ
し

い
。

E

U

の
東

ア
ジ

岬ノ
政
策

の
渠

も

ワ」
の
占
{を

吸
収

し

て
・
東

ア
ジ

ア
と

の
経
済

協
力

を

強

化
す

べ
き

で
あ

る
と
考

え

る
.

Ψ」
の
占
州
で
、
A
コ
回

の
東

ア
ジ

ア
訪

問

調
査
研

究

は
有

意
義

で
あ

っ
た
。

藷

絡

鯵

誌

三

鵠ー
け　

5
ー

ー

ー

曽
H・　
…

ー

き

<Φω　

…

ωー

…

㊤㊤①

↓
g

曽

茗

§

。
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塁

帥ω
の
δ
コ
リ
甲

〉
ω
団
>
z

歪

き

コ
ω
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ゴ
①
閃
曽
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転

①
・

日
冨

冒

8

§

。
。
塁

竃

。
・
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ω
田

z

歪

鋤
二
8

ω
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〉

。
『
。
惹

コ
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帥
一
コ
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『
・。
喜

・
甕

,
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(
▼」
の
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〔付 属 資 料 〕

1996年,欧 州 連 合 の東 ア ジ ア政 策 の 共 同 研 究 訪 問 日程

(pointstudyvisittoAsiaonEUstrategyand,」apan)

共 同 研 究 の 目 的 一 欧 米 企 業 の ア ジ ア進 出 と 日本 に っ い て の 現 地 調 査

出 張 期 間 一96年10月31日(木)-11月8日(金)迄 の9日 間

共 同 研 究 者 一 経 済 学 部 教 授 海 道 勝 稔

同 上 石 井 伸0

同 上 清 水 嘉 治

日程 一(現 地 時 間)

10月31日(木)成 田 発13時10分JL723便

ク ア ラル ンプ ー ル 着19時20分 ク ア ラ ル ン プ ー ル5泊

ホ テ ル ーKualaLumpurMandarinHotel,2-8・JalanSultan

50000KualaLumpurTel:03-2303000

11月1日(金)午 前11時 マ レー シ ア駐 在 ジ ェ トロ,訪 問,討 論

23rdFloor,MenaraTunRazak,JalanRajaLaut

50350KualaLumpur,tel:(十603)2930244,2930259

調 査 担 当 松 崎 八 重 子

午 後15時EBIC(ヨ ー ロ ッパ ビ ジ ネ ス情 報 セ ン タ ー)

訪 問

欧 州 企 業 の マ レー シ ア,ア ジ ア進 出 問 題 で 欧 州 の戦 略 な

ど で 調 査,検 討

18JalanPerak,WismaHongLeong,Level7,50450,

KualaLumpur,Malaysiatel:0603)2626298

担 当 者Ms.LucyKynge,MarketingAdviser

討 論 者Mr.Tarroni,Executive_Director
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11月2日(土)

11月3日(日)

11月4日(月)

11月5日(火)

11月6日(水)

市 内 調 査(NHK支 局 訪 問,他)

市 内 調 査

午 前10時 プ ロ ト ン 自 動 車 工 場 を 訪 問 し
,三 菱 自 動 車 の 育

成 の 経 緯 な ど 欧 州 企 業 と の 提 携 な ど に つ い て 視 察
,調 査

PerusahaanOt・m・bilNati・nalBerhad
,HICOM

IndustrialEstateBatu3
,P.O.Bax7100,40918Shah

Alam,SelangorDarulEhsanMalaysia
.Tel:(+643)

511-1055,1554担 当 者Ms .Yasmine

ク ア ラ ル ン プ ー ル 発12時55分PR508便

マ ニ ラ 着16時35分 マ ニ ラ2泊(海 道
,石 井),

3泊(清 水)

ホ テ ルAmbassad・rH・tel
,2021A.MabiniSt .,Malate,

PoBox821,MetroManila
,thePhilippinesTel:{02}

50--6011/9

午 前10時EU欧 州 委 員 会 代 表 部 訪 問

欧 州 企 業 の フ ィ リ ピ ン,ア ジ ア 進 出 を め ぐ る 戦 略 な ど で

調 査,討 論

SalustianaD.TyTower
,7thFloor,104Paseode

RoxascornerPereaStreet
,LegaspiVillage,Makati ,

MetroManila,thePhilippinestel:(十632)8126421 -30

Mr.Pedro‐A.Martinez ,Economiccounsellor

午 後 マ ニ ラ 発16時50分PR833

セ ブ 着18時00分1泊(海 道
,石 井)

ホ テ ルMontebelloVillaHotel

Banilad,CebuCity

tel:(032)31-3681
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11月7日(木)午 前 セ ブ郊 外 のNEC工 場 を 訪 問 し・ エ レ ク トロ ニ ッ ク ス製

造 を 視 察,日 本 企 業 の 状 況 の 一 端 を 調 査(海 道,石 井 参

加)

NECTechnologiesPhilippinesInc,担 当 者 前 田 宏

午 後 セ ブ発16時50分PR856便

マ ニ ラ着18時00分

同 上,午 前JETRO,MANILA訪 問(清 水 が参 加)

23rdF1。 。r,PacificStarBidg.,C・r・SenGilJ・Puyat

&MakatiAves.,i200CityofMakati.

MetroManila,PHILIPPINES.

午 後 市 場 調 査

11月8日(金)午 前9時 モ ト ロ ー ラ ・フ ィ リ ピ ン工 場 訪 問

MotorolaPh111pplneSInc.,17SouthSuperhighway,

ParanaqueMetroManila,thePhilippines1700,tel:

(+632)8248226824455110cal244,226担 当 者Mr.

FreddieGambo1-一 こ ち ら 側 の 資 料 点 検 の た め,変

更 一 一

午 後 マ ニ ラ発14時45分JL742

成 田 着19時40分


